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Simple. Predictable. Profitable.

Step by Stepバイコン補綴マニュアル
-日本語版



臨床家の皆様へ

ここに紹介される手順、テクニックは1985年から数多くの臨床家たちの経験、
成功結果を元に集成されました。成功を収める為の手順は多種多様であり、
各臨床家によって様々な意見があると存じます。

バイコンデンタルインプラントを初めて導入されるドクターは、システムの柔
軟さやインプラント埋入と補綴の簡単さに驚かれることでしょう。バイコン
デンタルインプラントシステムは審美補綴を目指すインプラント臨床家にと
ってはこの上ないシステムです。

バイコンには、クラウンの口腔外セメント合着やバイコンインテグレーテッド
アバットメントクラウン（IAC）等、すばらしい補綴テクニックが数多くあり、こ
れらはアバットメントの360°ポジショニングを可能にするインプラントとアバ
ットメント接合部のロッキングテーパーによって実現しました。

このマニュアルにあるテクニックによって、バイコンシステムの利点を最大限
にご活用頂ければ幸いです。

何卒、今後ともご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

Vincent J. Morgan, D.M.D.
ビンセント J. モーガン
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Bicon  501 Arborway  Boston, MA 02130  tel: (800) 88-BICON or (617) 524-4443  www.bicon.com
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クラウンおよびブリッジ

*“バイコン補綴マニュアル日本語版”は米国Bicon World Headquartersが発行している“Bicon Restorative Manual”が翻訳されたも
のです。掲載されている製品には現在日本で販売されていない製品もございますので、何卒ご了承の程お願いいたします。
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単独クラウンおよびブリッジの補綴操作: フローチャート

単独クラウンおよびブリッジの補綴操作：フローチャート

印象採得の方法

印象採得に
必要な材料

暫間処置に
必要な材料

技工に
必要な物

オールセラミッククラウン
Integrated  

Abutment Crown 

ノンショルダーアバットメント ステルスアバットメント
ノンショルダーアバットメント
およびステルスアバットメント

インプラントレベル
での間接印象採得

アバットメントレベル
での間接印象採得

インプラントレベル
での間接印象採得

インプラントレベル
での間接印象採得

インプラントレベル
インプレッションポスト
/インプラントアナログ

インプラントレベル
インプレッションポスト
/インプラントアナログ

インプラントレベル
インプレッションポスト
/インプラントアナログ

テンポラリーアバットメント
またはテンポラリークラウン

テンポラリーアバットメント
またはテンポラリークラウン

テンポラリーアバットメント
またはテンポラリークラウン

ファイナルクラウンファイナルクラウン ファイナルクラウン

ノンショルダー
アバットメント

セラミックスリーブ
および

ステルスアバットメント

セラミックスリーブ
およびアバットメント
トランスファーダイ

ノンショルダーアバットメント
またはステルスアバットメント

アバットメントレベル
での直接印象採得

ノンショルダーアバットメント
用スナップオンスリーブ
またはエマージェンスカフ

なし

なし

アバットメントレベル
での間接印象採得

ノンショルダー
アバットメント用

インプレッションスリーブ

ステルスアバットメント
用プラスチックスリーブ

ステルスアバットメント
用プラスチックスリーブ

ノンショルダーアバットメント
用スナップオンスリーブ

ノンショルダーアバットメント用
アバットメントトランスファーダイ

およびプラスチックスリーブ

• 口腔外セメント合着の場合はインプラントレベルの間接法で印象採得して下さい。

メタルボンドクラウン
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単独クラウンおよびブリッジの補綴操作: フローチャート

単独クラウンおよびブリッジの補綴操作：フローチャート

印象採得の方法

印象採得に
必要な材料

暫間処置に
必要な材料

技工に
必要な物

オールセラミッククラウン
Integrated  

Abutment Crown 

ノンショルダーアバットメント ステルスアバットメント
ノンショルダーアバットメント
およびステルスアバットメント

インプラントレベル
での間接印象採得

アバットメントレベル
での間接印象採得

インプラントレベル
での間接印象採得

インプラントレベル
での間接印象採得

インプラントレベル
インプレッションポスト
/インプラントアナログ

インプラントレベル
インプレッションポスト
/インプラントアナログ

インプラントレベル
インプレッションポスト
/インプラントアナログ

テンポラリーアバットメント
またはテンポラリークラウン

テンポラリーアバットメント
またはテンポラリークラウン

テンポラリーアバットメント
またはテンポラリークラウン

ファイナルクラウンファイナルクラウン ファイナルクラウン

ノンショルダー
アバットメント

セラミックスリーブ
および

ステルスアバットメント

セラミックスリーブ
およびアバットメント
トランスファーダイ

ノンショルダーアバットメント
またはステルスアバットメント

アバットメントレベル
での直接印象採得

ノンショルダーアバットメント
用スナップオンスリーブ
またはエマージェンスカフ

なし

なし

アバットメントレベル
での間接印象採得

ノンショルダー
アバットメント用

インプレッションスリーブ

ステルスアバットメント
用プラスチックスリーブ

ステルスアバットメント
用プラスチックスリーブ

ノンショルダーアバットメント
用スナップオンスリーブ

ノンショルダーアバットメント用
アバットメントトランスファーダイ

およびプラスチックスリーブ

• 口腔外セメント合着の場合はインプラントレベルの間接法で印象採得して下さい。

メタルボンドクラウン
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メタルボンドクラウン

*“バイコン補綴マニュアル日本語版”は米国Bicon World Headquartersが発行している“Bicon Restorative Manual”が翻訳されたも
のです。掲載されている製品には現在日本で販売されていない製品もございますので、何卒ご了承の程お願いいたします。
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2

テンポラリークラウン

3

歯肉を安定させます

4

治癒後の歯肉溝

エマージェンスカフを選択します

5

印象を採得します

エマージェンスカフを使用する場合 
1 	 歯間乳頭を侵さずサポートでき、咬合の各

種条件を全て満たす高さのアバットメントの
うち最も幅の広いものを選択します。アバッ
トメントをエマージェンスカフとともにイン
プラントに装着します。エマージェンスカフ
のサイズはアバットメントの直径によって決
定します。

2 	 エマージェンスカフをテンポラリークラウン
の歯頚部1/3程度になるように、テンポラリ
ークラウンと一体化させます。エマージェン
スカフには溝があり、テンポラリークラウン
材をエマージェンスカフにロックするよう
にできています。エマージェンスカフは必
要に応じて形成できます。テンポラリーク
ラウンは仮着用セメントでアバットメントに
仮着する前に研磨します。

3 	 二次手術終了後、印象を採得する前に歯肉
の治癒を最低6週間待ちます。

4 	 最終的な印象を採得する前に、テンポラリ
ークラウンをエマージェンスカフとともに取
り外します。

5 	 アバットメントの修正の有無に関わらず直
接印象を採得し、従来の石膏模型を作製
します。技工所での手順は天然歯のクラウ
ンまたは固定ブリッジの作製手順と同じで
す。

6 	 咬合面や隣接面、または必要に応じて審美
を考慮し修正を行い、クラウンの歯頚部に
最小限のセメントを塗布します。

5.
0 

x 
6.

5 

4.
0 

x 
6.

5 

6.
5 

x 
6.

5 

4.0mm 5.0mm 6.5mm

メタルボンドクラウン: ノンショルダーアバットメント

メタルボンドクラウン：ノンショルダーアバットメント — エマージェンスカフを使用する場合

クラウンにセメントを塗布します

6

ノンショルダーアバットメント2.0mmポストは最も幅の
広い部分が直径です。幅が最も広い部分から一番上ま
でが高さです。アバットメントメントの長さは一定です
べて同じです。

ノンショルダーアバットメント3.0mmポストは最も幅の
広い部分が直径です。幅が最も広い部分から一番上ま
でが高さです。アバットメントメントの長さは一定です
べて同じです。

ノンショルダーアバットメント2.0mmポスト ノンショルダーアバットメント3.0mmポスト

直径

アバットメント
ポストの高さ

測定ガイド
バイコンアバットメントは半球形の基部がインプ
ラントの頂上部とは接触しないように設計され
ています。これにより、アバットメントを完全に装
着させた際、半球形の下側に隙間ができます（
X線が透過します）。アバットメントのポスト部分
は絶対に切削しないで下さい。アバットメントポ
ストを切削したり、セメントを使用するとロッキ
ングテーパーの摩擦力を弱め、インプラントとア
バットメントの適切なロッキングテーパー結合を
妨げる原因になりかねません。次の図はノンシ
ョルダーアバットメントの測定方法と2mmポスト
および3mmポストのノンショルダーアバットメン
トを最終的に装着した際の状態です。

1

高さ

直径

高さ

アバットメント
ポストの高さ



Step by Step

 Page 7メタルボンドクラウン：ノンショルダーアバットメント — エマージェンスカフを使用しない場合

メタルボンドクラウン: ノンショルダーアバットメント
2

エマージェンスカフを使用しない場合
1 	 二次手術時にアバットメントを装着し、歯肉

の治癒を6週間待ちます。歯間乳頭を侵さ
ずサポートでき、最も幅が広いものを選択
します。

2 	 必要に応じて#1557カーバイドバーを用いて
アバットメントを修正します。口腔内でアバ
ットメントを修正する場合には注水下で行
い、発熱による骨の損傷を防ぎます。

3 	 アバットメントの修正の有無に関わらず直
接印象を採得し、石膏模型を作製します。
技工所での手順はクラウンおよびブリッジ
の作製と同じです。*ナイフエッジまたはフ
ェザーエッジマージンを採用します。

4 	 ポーセレンを築盛する前にキャストを試適
することをお勧めします。

5 	 咬合面や隣接面、または必要に応じて審美
を考慮して修正を行い、クラウンの歯頚部
に最小限のセメントを塗布します。余剰セメ
ントは除去します。

6 	 セメント合着後に咬合を再度確認します。

注意：口腔内でアバットメントを修正する場合
には注水下で行い、発熱による骨の損傷を防ぎ
ます。
 

ポーセレンを築盛する前にキャストを試適し、適
合していることを確認してください。
 

*ナイフエッジまたはフェザーエッジマージンに
設定することは必須ではありません。
 

アバットメントをタッピングすると、最初に装着
したときより2.0mmポストのアバットメントは最
大0.1mmインプラント溝に深まり、3.0mmポスト
のアバットメントは最大0.25mm深まります。

必要に応じてアバットメントを修正します

3

印象を採得します

4

キャストを試適します

1

アバットメントを装着します

6

咬合を再度確認します

成功のキーポイント

• 歯間乳頭を侵さずサポートできるアバットメントのうち最も幅が広いものを選択
します。

• 3.5mmアバットメントは下顎切歯のみに、4.0mmアバットメントは主に上顎側歯
および小臼歯に、5.0mmアバットメントはどの部位でも使用できます。6.5mmと
7.5mmアバットメントは臼歯に理想的です。

• アバットメントは360 ポ゚ジショニング可能で、インプラント体に最終的に装着す
る前に位置の微調整や平行性を得ることができます。

• アバットメントポスト部分には直接触れないでください。ロッキングテーパーの保
持能力が低下することがあります。

• アバットメントを口腔外で修正する際は、アバットメントホルダーをご使用くださ
い。

• アバットメントを口腔内で修正する場合は注水下で行ってください。
• エマージェンスカフを装着したまま印象を採得しないでください。
• 歯肉圧排用のコードは必要ありません。
• エマージェンスカフは歯肉圧排の手段として活用できます。
• ナイフエッジまたはフェザーエッジマージンはアバットメントのどの位置にも設定
できます。

• 最小限のセメントを歯頚部に塗布し、余剰セメントがクラウンを浮き上がらせな
いようにします。

5

クラウンにセメントを塗布します
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1

メタルボンドクラウン：ノンショルダーアバットメント — テンポラリーアバットメントを使用する場合•インプラントレベルでの印象採得 • 口腔外セメント合着

テンポラリーアバットメントを使用する場合
1 	 二次手術時にテンポラリーアバットメントを

装着します。これらのテンポラリーアバット
メントは歯肉をサポートし、歯肉溝を形成し
ます。また、必要に応じてテンポラリーアバ
ットメントを修正し、歯肉の外形を調整する
こともできます。テンポラリーアバットメント
にはテンポラリークラウンを装着しないで
ください。 

1a

テンポラリーアバットメント

1a

インプレッションポストを装着します

メタルボンドクラウン: ノンショルダーアバットメント

注意：テンポラリーアバットメントは、歯間乳
頭を侵さずサポートできるサイズを選択して
ください。

テンポラリーアバットメント

アバットメントとクラウンを
セメント合着します

インプラントレベルでの印象採得
1 	 テンポラリー アバットメントを取り外し、イ

ンプラントレベルでの印象採得を行います。
（P.52参照）インプラントレベルで印象を採

得するにより、技工所において適切なアバ
ットメントの選択、修正が可能です。クラウン
作製中はテンポラリーアバットメントをイン
プラントに再装着しておきます。

注意：インプラントレベルで印象を採得するに
より、技工所においてアバットメントの選択及び
修正やクラウンの口腔外セメント合着が可能に
なります。

1b

インプラントレベルで印象を採得します

口腔外セメント合着
1 	 完成したクラウンの色調や形態を確認して

から、口腔外でアバットメントとクラウンに
セメントを塗布します。アバットメントとクラ
ウンを合着し、インプラント溝にタッピング
します。口腔外セメント合着についての詳し
い説明は P.18 をご参照ください。
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メタルボンドクラウン: 補綴用コンポーネント
3.

5m
m

 D
ia

m
et

er

3.5 x 6.5mm
Restorative/Laboratory Kit

260-135-465

4.0 x 6.5mm
Restorative/Laboratory Kit

260-140-465

4.0 x 10mm
Restorative/Laboratory Kit

260-140-410

5.0 x 10mm
Restorative/Laboratory Kit

260-150-410

5.0 x 12mm
Restorative/Laboratory Kit

260-150-412

5.0 x 5.0mm
Restorative/Laboratory Kit

260-150-450

5.0 x 6.5mm
Restorative/Laboratory Kit

260-150-465

6.5 x 6.5mm
Restorative/Laboratory Kit

260-165-465

6.5 x 5.0mm
Restorative/Laboratory Kit

260-165-450

7.5 x 8.0mm
Restorative/Laboratory Kit

260-175-480

For use with 3.5 x 6.5mm 
abutment 2.0mm post

3.5mm
スナップオンスリーブ (2)

260-135-165

For use with all 3.5mm 
diameter abutments

4.
0m

m
 D

ia
m

et
er

For use with 4.0 x 6.5mm 
abutments 2.0 & 3.0mm posts

5.
0m

m
 D

ia
m

et
er

6.
5m

m
 D

ia
m

et
er

For use with 6.5 x 5.0mm 
abutments 2.0 & 3.0mm post

7.
5m

m
 D

ia
m

et
er

For use with 7.5 x 8.0mm 
abutment 3.0mm post

For use with 5.0 x 5.0mm 
abutments 2.0 & 3.0mm post

For use with all 4.0mm 
diameter abutments

4.0mm
スナップオンスリーブ (2)

260-140-165

5.0mm
スナップオンスリーブ (2)

260-150-165

For use with all 5.0mm 
diameter abutments

6.5mm
スナップオンスリーブ (2)

260-165-165

For use with all 6.5mm 
diameter abutments

7.5mm
スナップオンスリーブ (2)

260-175-165

For use with all 7.5mm 
diameter abutments

For use with 4.0 x 10mm 
abutment 2.0mm post

For use with 5.0 x 6.5mm 
abutments 2.0 & 3.0mm post

For use with 5.0 x 10mm 
abutments 2.0mm post

For use with 5.0 x 12mm 
abutments 2.0 & 3.0mm post

For use with 6.5 x 6.5mm 
abutments 2.0 & 3.0mm post

メタルボンドクラウン：ノンショルダーアバットメント — 補綴用コンポーネント
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メタルボンドクラウン: ノンショルダーアバットメント
2

	 スナップオンスリーブを使用する場合
の暫間処置

1 	 ノンショルダーアバットメントを挿入します。
歯間乳頭を侵さずにサポートできるアバット
メントのうち、最も幅が広いものを選択し
ます。

2 	 アバットメントポスト部分とインプラント溝
の長軸方向へタッピングしてアバットメント
を装着します。

3 	 スナップオンスリーブをアバットメントに装
着します。

4 	 バキュームフォームステントにてスナップオ
ンスリーブのクリアランスを確認します。必
要に応じてスナップオンスリーブを修正しま
す。

5 	 即重レジンをスナップオンスリーブに築盛し
ます。

6 	 バキュームフォームステントの中に即重レジ
ンを築盛してテンポラリークラウンを作製
します。

7 	 テンポラリークラウンを取り外してトリミン
グします。

8 	 エマージェンスプロファイルの審美を高め
る為にスナップオンスリーブと一体化さ

　　れたテンポラリークラウンを装着します。

注意：アバットメントをタッピングすると最初
に装着したときより2.0mmポストのアバットメ
ントは最大0.1mmインプラント溝に深まり、
3.0mmポストのアバットメントは最大0.25mm深
まります。

アバットメントを装着します

3

スナップオンスリーブを装着します

4

クリアランスを確認します

1

アバットメントを挿入します

6

テンポラリークラウンを形成します

5

即重レジンを築盛します

8

テンポラリークラウンを装着します

7

テンポラリークラウンをトリミングします

メタルボンドクラウン：ノンショルダーアバットメント —スナップオンスリーブを使用する場合の暫間処置

成功のキーポイント

・歯間乳頭を侵さずにサポートできるアバットメントのうち、最も幅が広いものを選択します。
・スナップオンスリーブがノンショルダーアバットメントへ確実に装着されているか確認をします。
・口腔内で即重レジンを必要以上に多く築盛しないようにしてください。通常、即重レジンは除

去するよりも更に築盛するほうが容易です。



Step by Step

 Page 11

メタルボンドクラウン: ノンショルダーアバットメント
2

	 スナップオンスリーブを無修正のアバッ
トメントに使用する場合の暫間処置お
よび印象採得

1 	 ノンショルダーアバットメントを挿入します。
歯間乳頭を侵さずにサポートできるアバット
メントのうち、最も幅が広いものを選択し
ます。

2 	 アバットメントポスト部分とインプラント溝
の長軸方向へタッピングしてアバットメント
を装着します。

3 	 スナップオンスリーブをアバットメントに装
着します。

4 	 スナップオンスリーブに即重レジンを築盛し
ます。

5 	 歯肉の治癒を待ちます。
6 	 テンポラリークラウンを取り外し、インプレ

ッションスリーブをアバットメントに装着し
ます。

7 	 間接法にてアバットメントレベルで印象を採
得します。

注意：アバットメントをタッピングすると最初に
装着したときより 2.0mm ポストのアバットメント
は最大 0.1mm インプラント溝に深まり、3.0mm
ポストのアバットメントは最大 0.25mm 深まりま
す。

アバットメントを装着します

3 4

即重レジンを築盛します

1

アバットメントを挿入します

スナップオンスリーブを装着します

5 6

インプレッションスリーブを装着します治癒を待ちます

7

アバットメントレベルで印象を採得します

メタルボンドクラウン：ノンショルダーアバットメント —スナップオンスリーブを無修正のアバットメントに使用する場合の暫間処置および印象採得
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Step by Stepメタルボンドクラウン: ノンショルダーアバットメント
2

	 スナップオンスリーブを修正したアバッ
トメントに使用する場合の暫間処置お
よび印象採得

1 	 ノンショルダーアバットメントを挿入します。
歯間乳頭を侵さずにサポートできるアバット
メントのうち、最も幅が広いものを選択し
ます。

2 	 アバットメントポスト部分とインプラント溝
の長軸方向へタッピングしてアバットメント
を装着します。

3 	 アバットメントの咬合の高さを確認し、必要
に応じて注水下にてカーバイドバーで修正
します。

4 	 アバットメント修正後.、インプレッションス
リーブをアバットメントに装着します。

5 	 修正済みアバットメントの高さまでインプレ
ッションスリーブも修正します。技工所で使
用するアバットメントトランスファーダイの
修正用コーピングとしてインプレッションス
リーブをもう一つ修正して用意しておきま
す。（印象採得後、トランスファーダイを予
め修正をしたインプレッションスリーブに合
わせて修正を行います。）

6 	 間接法にてアバットメントレベルで印象を採
得します。

	
注意：アバットメントをタッピングすると最初に
装着したときより 2.0mm ポストのアバットメント
は最大 0.1mm インプラント溝に深まり、3.0mm
ポストのアバットメントは最大 0.25mm 深まりま
す。

アバットメントを装着します

3

必要に応じて修正します

4

インプレッションスリーブを装着します

1

アバットメントを挿入します

6

印象を採得します

成功のキーポイント

•咬合を考慮してアバットメントの修正が必要な場合は、技工用トランスファーダイの修正の為
に修正用コーピングを作製してください。

• マージンをチェアーサイドで修正しなければならない場合はアバットメントの直接印象採得を
お勧めします。

• より正確さを求めるには、修正を技工士に任せることをお勧めします。

5

スリーブを修正します

2

セメント合着された補綴物

1

補綴物をセメント合着します

セメント合着
1 	 クラウンの歯頚部にセメントを通法に従っ

て最小限塗布します。
2 	 セメント合着された補綴物です。

メタルボンドクラウン：ノンショルダーアバットメント —スナップオンスリーブを修正したアバットメントに使用する場合の暫間処置および印象採得・セメント合着
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メタルボンドクラウン: ノンショルダーアバットメント
	 スナップオンスリーブを使用した
	 クラウン作製

1 	 トランスファーダイを印象内のインプレッ
ションスリーブに装着します。 その際、ア
バットメントランスファーダイはアバットメ
ントの直径と高さに対応したものを使用し
ます。

2 	 歯肉模型用の材料または石膏を注ぎます。

3 	 インプレッションスリーブをアバットメントト
ランスファーダイへ装着します。必要に応じ
てスリーブまたはアバットメントトランスファ
ーダイを修正します。

4 	 スナップオンスリーブまたはインプレッショ
ンスリーブを使用して修正コーピングを作
製します。

5 	 口腔内で修正されたアバットメントにメタル
キャストを試適する為ワックスを施します。

6 	 必要に応じて修正用コーピングを使用して
修正した後、メタルキャストを試適します。

7 	 ポーセレンを通常の積層法で築盛し、クラ
ウンを完成させます。

8 	 セメント合着された最終補綴物です。

2

模型を作製します

3b

4

修正コーピングを作製します

7

ポーセレンを築盛します

インプレッションスリーブを修正します

3a

インプレッションスリーブを装着します

6

メタルキャストを試適します

5

ワックスを施します。

8

最終補綴物

1

アバットメントトランスファーダイを装着します

メタルボンドクラウン：ノンショルダーアバットメント —スナップオンスリーブを使用したクラウン作製
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オールセラミッククラウン

*“バイコン補綴マニュアル日本語版”は米国Bicon World Headquartersが発行している“Bicon Restorative Manual”が翻訳されたも
のです。掲載されている製品には現在日本で販売されていない製品もございますので、何卒ご了承の程お願いいたします。
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オールセラミッククラウン: ステルスアバットメント
アバットメントの選択

1 	 テンポラリーアバットメントをインプラントか
ら外す時は、アバットメントをしっかり把持
し、把持用器具のハンドル部分をタッピン
グします。その他に骨鉗子またはフォーセッ
プスを用いて回転と同時に上に引っ張る力
を同時に加えてアバットメントをインプラン
トから外す方法もあります。 

2 	 ショルダーデプスゲージ (260-101-380)を
インプラント溝に挿入し、補綴操作に必要
なステルスアバットメントの正しい高さを測
定します。ショルダーデプスゲージの目盛
は、ステルスアバットメントをインプラント
体に装着した際のショルダーの高さを示
します。ショルダーデプスゲージの目盛は
2.0mmごとに刻まれており、最初の目盛は
直径5.0mmステルスアバットメントのショル
ダー高2.0mmの位置に相当します。二番目
の目盛ショルダー高4.0mmの位置に相当し
ます。 歯肉の頂点が二つの目盛の中間にあ
る場合は、審美上好ましい成果を得る為に
ショルダー高の低い方を選択して下さい。

3 	 直径3.5mmと4.0mmのステルスアバットメ
ントのショルダー高は、直径5.0mmのアバ
ットメントより0.5mm低く（インプラント体
に近く）設定されています。これらのステル
スアバットメントのショルダー高は1.5mmと
3.5mmです。アバットメントの直径は歯間乳
頭の解剖学的形状によって決定します。歯
間乳頭を侵さずサポートできるアバットメン
トを選択してください。

4 	 適切なステルスアバットメントを選択し、洗
浄、乾燥させたインプラント溝に挿入しま
す。アバットメントポスト部分とインプラント
溝の長軸方向に数回タッピングをして装着
します。

注意：ステルスアバットメントの上部はすべてサ
ンドブラスト処理が施されており、オールセラ
ミッククラウンを容易に合着できます。
アバットメントをタッピングをすると最初に装着
したときより 2.0mm ポストのアバットメントは最
大 0.1mm インプラント溝に深まり、3.0mm ポ
ストのアバットメントは最大 0.25mm 深まります。

1a

テンポラリーアバットメント

3

ショルダー高

4

ステルスアバットメントを装着します

測定ガイド
バイコンアバットメントは半球形の基部がインプ
ラントの頂上部とは接触しないように設計され
ています。これにより、アバットメントを完全に装
着させた際、半球形の下側に隙間ができます（
X線が透過します）。アバットメントのポスト部分
は絶対に切削しないで下さい。アバットメントポ
ストを切削したり、セメントを使用するとロッキ
ングテーパーの摩擦力を弱め、インプラントとア
バットメントの適切なロッキングテーパー結合を
妨げる原因になりかねません。次の図はステル
スアバットメントの測定方法とステルスアバット
メントを最終的に装着した際の状態です。

ステルスアバットメントは最も幅が広い部分が直径です。インプラントの一番上からアバットメントのショルダー部
分までが高さです。高さは 1.5、2.0、3.5、4.0、6.0、8.0mmがあります（アバットメントの直径によって高さが異な
ります）。

ステルスアバットメント

直径

3.5mm 4.0mm
5.0mm

0.5mm
差があります

2

8mm
6mm
4mm
2mm

アバットメントショルダーデプスゲージ
装着されたゲージ 装着されたアバットメント

1b

成功のキーポイント

•オールセラミッククラウンが確実に合着されていることを確認する為、インプラントレベルでの
印象採得（P.52参照）と口腔外セメント合着(P.18参照）をお勧めします。

テンポラリーアバットメントを取り外します

高さ
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オールセラミッククラウン: ステルスアバットメント
プラスチックスリーブの選択

1 	 歯間乳頭の形状を考慮し、歯肉溝を維持し
ながら歯間乳頭を侵さずサポートできるト
ールまたはショートのプラスチックスリーブ
を選択します。インプラントに装着したステ
ルスアバットメントにプラスチックスリーブを
装着します。プラスチックスリーブの内外部
の平坦面をステルスアバットメントの平坦面
と合わせます。

2 	 トールまたはショートのプラスチックスリー
ブは歯肉溝の形成と維持をサポートしま
す。

3 	 必要に応じてプラスチックスリーブを修正す
ることができます。

注意：プラスチックスリーブは、アバットメント
レベル印象採得、テンポラリークラウン作製、
咬合記録、またはアバットメント修正用コーピン
グとして使用できます。
4.0mm と 5.0mm ステルスアバットメントはそれ
ぞれ相当するプラスチックスリーブ 2 ヶが包装さ
れています。

2

装着されたプラスチックスリーブ

3

必要に応じてプラスチックスリーブ
を修正します

1

プラスチックスリーブ

アバットメントレベルでの
印象採得（間接法）/暫間処置

1 	 プラスチックスリーブの周囲に即重レジン
を注入し、バキュームフォームステント等
を用いてテンポラリークラウンを形成しま
す。

2 	 テンポラリークラウンを形成した後、別のプ
ラスチックスリーブをステルスアバットメン
トに装着し、アバットメントレベルでの印象
採得を行います。プラスチックスリーブを印
象用コーピングとして使用することにより、
アバットメントのマージンを正確に記録で
きます。

3 	 印象に取り込まれたプラスチックスリーブに
トランスファーダイを装着し、歯肉模型と
石膏模型を作製します。プラスチックスリー
ブとトランスファーダイ双方の平坦面が適
合していること、またアクリルスリーブとト
ランスファーダイのショルダー部の間に隙
間がないことを確認します。

4 	 採得した印象および／または石膏模型を技
工所に送り、オールセラミッククラウンのコ
アとなるバイコンセラミックスリーブを用い
てオールセラミッククラウンを作製します（
P.20-22参照）。

注意：3.5mm ステルスアバットメントを使用す
る際は、インプラントレベルでの印象を採得し、
クラウンを口腔外セメント合着して下さい。

2

印象を採得します

3

トランスファーダイを装着します

4

セラミックスリーブ

1

テンポラリークラウンを形成します

5.0mm
ショート

5.0mm
トール

4.0mm
ショート

4.0mm
トール

3.5mm

3.5mmアバットメント 4.0mm アバットメント 5.0mmアバットメント

成功のキーポイント

• オールセラミッククラウンが確実にアバ
ットメントに装着されていることを確認す
る為、インプラントレベルでの印象採得（
P.52参照）と、クラウンの口腔外セメント
合着(P.18参照）をお勧めします。
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オールセラミッククラウン: ステルスアバットメント
2

口腔外セメント合着
(DiamondLink™を使用)

1 	 クラウンをセメント合着する前にアバットメン
トをインプラントに試適し、高さと幅が適して
いることを確認します。

2 	 メタルカプラーをアバットメントに塗布しま
す。

3 	 セラミックカプラーをセラミックスリーブの内
面に塗布します。

4 	 クラウンとアバットメントをセメント合着する
前に、ボンディングエージェントを両方に塗布
します。ボンディングエージェントの層をでき
るだけ薄くするようエアーを吹き付けます。ボ
ンディングエージェントをキセノンプラズマ光
重合システムまたはそれに相当する重合シス
テムで10秒間光を照射して重合させます。

5 	 最小限の DiamondLink™ レジンセメントをオー
ルセラミッククラウンの内側またはアバットメ
ントに塗布します。

6 	 クラウンとアバットメントをセメント合着しま
す。 DiamondLink™ レジンセメントは、確実に
固定するまで約4-6分間かかります。

7 	 アバットメントとクラウンから余剰セメントを
除去します。

8 	 口腔外セメント合着したクラウンとアバットメ
ントです。

9 	 セメント合着したクラウンとアバットメントを
インプラント溝に挿入します。

10 	 セメント合着したクラウンとアバットメントをイ
ンプラントに装着します。クラウンの破損を防
止する為とインプラント溝とアバットメントポス
トの長軸方向へ確実に力が加わるよう、予め
用意しておいたジグをストレートまたはオフセ
ットハンドルに取り付けて使用します。 

11 	 インプラントに装着された状態です。

注意：オールセラミッククラウンには一般的に口腔
外セメント合着がお勧めです。
3.5mmアバットメントにオールセラミッククラウン
を合着する場合は、口腔外セメント合着してくださ
い。 DiamondLink™またはそれに相当するセメント
を使用してください。
クラウンアライメントデバイス（P.52-62参照）を用
いてシーティングジグを作製することにより、イン
プラントとアバットメントの長軸方向に正確な装着
圧をかけることができます。

メタルカプラーを塗布します

3

セラミックカプラーを塗布します

4

ボンディングエージェントを塗布します

1

アバットメントの高さと幅を確認します

5

最小限のセメントを塗布します

6

クラウンとアバットメントをセメント合着します

7

余剰セメントを除去します

8

口腔外セメント合着されたクラウン

109

合着されたクラウンを挿入します

11

クラウンが装着された状態クラウンを装着します
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成功のキーポイント
・アバットメントの位置はＸ線で確認します。
・通常はアバットメントの平坦面を頬側に向

けて装着します。

口腔内セメント合着 
(DiamondLink™を使用)

1 	 暫間補綴物を除去し、オールセラミッククラ
ウンの形態、色合い、位置を確認します。

2 	 完全に装着されているかことをX線写真に
て確認します。

3 	 メタルカプラーをアバットメントに塗布しま
す。

4 	 セラミックカプラーをセラミックスリーブの
内面に塗布します。

5 	 クラウンとアバットメントをセメント合着す
る前に、ボンディングエージェントを双方へ
塗布します。ボンディングエージェントの層
をできるだけ薄くするようエアーを吹き付け
ます。ボンディングエージェントをキセノン
プラズマ光重合システムまたはそれに相当
する重合システムで10秒間光を照射して重
合させます。

6 	 最小限の DiamondLink™ レジンセメントを
オールセラミッククラウンの内面またはア
バットメントに塗布し、クラウンを合着しま
す。DiamondLink™ レジンセメントは確実に
固定されるまで約4-6分間かかります。

7 	 マージンの余剰セメントを除去します。
8 	 クラウンが完全に装着されていることをX線

写真で確認します。
	 オールセラミッククラウンでは装着が不完

全な場合、隣接面接触関係または装着した
アバットメントの向きを口腔内で調整しま
す。

注意：アバットメントをタッピングすると最初に
装着したときより 2.0mm ポストのアバットメント
は最大 0.1mm インプラント溝に深まり、3.0mm
ポストのアバットメントは最大 0.25mm 深まりま
す。

オールセラミッククラウンの位置が正しくない場
合、装着したアバットメントをインプラントから
外し、口腔外セメント合着することで簡単に修
正できます（P.18 参照）。

オールセラミッククラウンには一般的に口腔外
セメント合着がお勧めです。また、3.5mm アバッ
トメントにオールセラミッククラウンを合着する
場合は、口腔外セメント合着してください。

オールセラミッククラウン: ステルスアバットメント

3

メタルカプラーを塗布します

4

セラミックカプラーを塗布します

5

1

暫間補綴物を除去します

6

最小限のセメントを塗布します

7

余剰セメントを除去します

8a

装着状態を確認します

ボンディングエージェントを塗布します

オールセラミッククラウン： ステルスアバットメント — 口腔内セメント合着( DiamondLink™を使用)

8b

装着が不完全な状態

2a

装着状態を確認します

2b

装着が不完全な状態
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オールセラミッククラウン: ステルスアバットメント
	 技工テクニック：インプラントレベ

ルでの印象採得
1 	 インプラントアナログとインプレッションポ

ストを印象に戻す前に組み立てておきま
す。

2 	 歯肉模型用の材料を、インプレッションポス
トとインプラントアナログの結合面のところ
まで注入し、石膏を注ぎます。

3 	 歯間乳頭を侵さずにサポートできるステル
スアバットメントを選択します。アバットメ
ントのショルダーは歯肉縁より1.0mmから
1.5mmほど低い位置に来るようにします。

セラミックスリーブの選択とオールセラ
ミッククラウン作製の方法については、
P.21,22のステップ5-11をご参照ください。

1b

組み立てたコンポーネントを
印象戻します

2a

歯肉模型を作製します

1a

インプレッションポストとアナログを
組み立てます。

2b

石膏を注ぎます

3

ステルスアバットメントを模型に装着した状態

成功のキーポイント

• インプレッションポストとインプラントア
ナログが完全に装着されていることを確
認します。

• インプラントレベルでの印象採得により、
アバットメントとスリーブの選択や修正を容
易に行うことができます。

• 直径が小さい、または高さが低いアバット
メントの方が、直径が大きいまたは角度つ
きのアバットメントより修復を容易に行うこ
とができます。

5.0mm4.0mm

5.0mm3.5mm 4.0mm

ステルスアバットメント2.0mmポスト

オールセラミッククラウン： ステルスアバットメント — インプラントレベルでの印象採得

ステルスアバットメント3.0mmポスト

ステルスアバットメント
ステルスアバットメントは最も幅が広い部
分が直径です。インプラントの一番上か
らアバットメントのショルダー部分までが
高さです。高さは 1.5、2.0、3.5、4.0、6.0、
8.0mmがあります（アバットメントの直径
によって高さが異なります）。

装着されたゲージ 装着されたアバット

8mm
6mm
4mm
2mm

アバットメントショルダーデプスゲージ

直径

高さ
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オールセラミッククラウン: ステルスアバットメント
	 技工テクニック：アバットメントレベ

ルでの印象採得およびセラミックス
リーブを使用する方法

1 	 印象に取り込まれたプラスチックスリーブ
にアバットメントトランスファーダイ（直径
5.0mm:260-250-195、直径4.0mm:260-
250-194、直径3.5mm:260-250-193）を完全
に装着します。この時トランスファーダイと
プラスチックスリーブの間に隙間ができない
ように確実に装着してください。

2 	 歯肉模型用の材料をアバットメントトランス
ファーダイとプラスチックスリーブの接合部
のところまで注入し、石膏を注ぎます。

3 	 適切なサイズのセラミックスリーブを選択
します。セラミックスリーブの直径はそれぞ
れのステルスアバットメントに対応していま
す。 

4 	 セラミックスリーブを希望の大きさまで切削
します。セラミックスリーブはダイアモンドデ
ィスクまたはホイールで湿らせた状態で研
磨してください。

5 	 セラミックスリーブを切削する効率的な方法
は、アバットメントホルダーにスリーブを装
着したステルスアバットメントを取り付けて、
モデルトリマーのダイアモンドホイールでト
リミングします。セラミックスリーブはポー
セレンを築盛する為のスペースを1.5mm考
慮してトリミングしてください。アバットメ
ントの先端より0.5mm以上スリーブを残し
て、セラミックスリーブの開口部をコア形成
材で満たせることができるようにしておき
ます。これによりコアを強化し、クラウンを
更にサポートすることができます。必要に応
じてアバットメントの高さを1.0mmまで修正
します。

6 	 セラミックスリーブを希望の高さに切削した
後、蒸気または蒸留水を使用した超音波洗
浄機で10分間洗浄します。

	 次のページに続く »

2

歯肉模型用の材料を注入します

3

セラミックスリーブ

4

トリミングします

1a

トランスファーダイを装着します

5

アバットメントホルダーに装着した
アバットメントとセラミックスリーブ

6

超音波洗浄機で洗浄します

3.5 x 7.0mm 4.0 x 7.0mm 5.0 x 10mm5.0 x 7.0mm

オールセラミッククラウン： ステルスアバットメント — アバットメントレベルでの印象採得およびセラミックスリーブを使用する方法

1b

アバットメントトランスファーダイ
5.0mm4.0mm3.5mm

成功のキーポイント

• アバットメントトランスファーダイをプラスチックスリーブへ装着する際、慎重に向きを設定します。
• アバットメントトランスファーダイがプラスチックスリーブに確実に装着されていることを確認します。
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Step by Stepオールセラミッククラウン: ステルスアバットメント
	 技工テクニック：アバットメントレベ

ルでの印象採得およびセラミックス
リーブを使用する方法(続き）

7 	 アバットメントトランスファーダイにポーセレ
ン分離材で塗布し、セラミックスリーブを装
着します。

8 	 コア形成材をセラミックスリーブをトリミン
グすることによってできた穴に充填し、製
造元の用法にしたがって焼成します。収縮し
た場合は必要に応じて再度焼成します。

9 	 ポーセレンを支持する為の土台を作製し、
それぞれのポーセレンメーカｰの用法に従っ
て焼成します

10 	 Degussa-Ney製の Allceram™ を使用する場
合はオペークライナーを塗布します。 

11 	 アルミニウムのポーセレンのみを使用しま
す。クラウンが完成するまで通常の積層法
に従ってポーセレンを築盛してください。

　

8a

トリミングによってできた穴

8b

穴に充填して焼成します

10

オペークライナーを塗布します

7

分離材を塗布します

11

完成したクラウン

成功のキーポイント

• メタルーセラミックタイプのポーセレンおよび圧縮可能なセラミックはバイコンのセラミックス
リーブには使用しないでください。

•バイコンのセラミックスリーブには Noritake製 Cerabien™ 、Vita製 Vitadure Alphaまたは
VitaVM7、Degussa-Ney製 Allceram™ のご使用をお勧めします。その他のポーセレンをセラミ
ックスリーブに使用する場合は各ポーセレンメーカーにお問い合わせください。

• セラミックスリーブの膨張係数は以下の通りです:
	 25˚C ～500˚C 7 x 10-6/C	 25˚C ～ 800˚C 8 x 10-6/C
		

オールセラミッククラウン： ステルスアバットメント — アバットメントレベルでの印象採得およびセラミックスリーブを使用する方法

9

土台を作製します
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Integrated Abutment Crown™(IAC)

*“バイコン補綴マニュアル日本語版”は米国Bicon World Headquartersが発行している“Bicon Restorative Manual”が翻訳されたも
のです。掲載されている製品には現在日本で販売されていない製品もございますので、何卒ご了承の程お願いいたします。
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Integrated Abutment Crown™(IAC):印象採得テクニック

2
	 印象採得テクニック

1 	 テンポラリーアバットメントまたはテンポラ
リークラウンを取り外します。

2   必要に応じてインプレッションリーマーを
ガイドピンと共に使用し、インプレッショ
ンポストの装着を妨げる余剰骨を取り除き
ます。

3 	 インプレッションポストをインプラント溝に
タッピングをして装着します。2.0mmのイン
プレッションポストは赤色で、3.0mmのイ
ンプレッションポストは緑色です。

4 	 インプレッションポスト周囲に印象材を注
入します。印象用トレイを押しすぎてインプ
レッションポストを歪めないように注意して
印象を採得します。必要に応じて印象用ト
レイにインプレッションポスト用の穴を開け
ます。

5 	 インプラントからインプレッションポストを
取り外し、インプラントアナログに差し込み
ます。

6 	 組み立てたインプレッションポストとインプ
ラントアナログを印象に戻します。歯肉模型
用の材料をポストの周囲に注入しますが、
インプラントアナログの周囲には最小限に
しておきます。その後石膏を注ぎます。

注意：インプレッションポストの代用として実際
のアバットメントを使用することも可能です。こ
の場合、印象を採得する際アバットメントを確実
にインプラント溝にタッピングしておきます。次
にアバットメントを取り出してインプラントアナロ
グに組み立ててから印象に戻して石膏を注ぎま
す。

インプレッションリーマー

3

必ずインプレッションポストをタッピングします

5

インプラントアナログとインプレッションポストを
組み立てます

1

歯肉溝とインプラント溝

6

印象に戻します

成功のキーポイント
•この補綴テクニックはまず上顎前歯部以外で行うことをお勧めいたします。これは上顎前歯部では隣在歯間の状態や余剰歯肉がiACを確実に装

着することに著しく影響を及ぼしてしまう為です。
• 特にインプラントを深く埋入した場合は必要に応じてインプレッションリーマーを使用します。
• インプレッションポストはインプラント溝へ必ずタッピングしてください。押し込んだり回転を加えて挿入しても確実に装着することはできませ

ん。
• インプレッションポストは印象材と一緒に外れてくることはありません。インプレッションポストが印象材と一緒に外れてきた場合は、再度印象

採得を行ってください。
•インプレッションポストとインプラントアナログは組み立ててから印象へ戻します。
• 技工所にて熱が発生する処置を行う場合はメタルインプラントアナログを使用します。
• メタルインプラントアナログは、実際のアバットメントをインプラントアナログ内に確実にタッピングをして、最終補綴物作製の際正確な位置付け
ができるようにします。
• インプレッションポストとインプラントアナログが確実に装着されていることを確認します。

Integrated Abutment Crown™ (IAC)はアバットメントの360 ポ゚ジショニングを可能にするインプラントとアバットメント接合部の1.5 の゚ロ
ッキングテーパーにより実現いたしました。セメントやスクリューを必要としないバイコン独自の補綴テクニックを使用したクラウンです。
IACはガラス80％およびPEXレジン20％から成るポリセラミック材（Diamond Crown™）でできています。綿密な研究の結果、この素材は
従来の補綴物より生化学的特性に優れていることが証明されました。IACはまずインプラントレベルでの印象採得およびノンショルダーア
バットメントまたはステルスアバットメントのマージン設定から行います。次にアバットメントの作製、オペーク処理をし、光重合型ポリセラ
ミック材を直接アバットメントに塗布していきIACを作製します。

Integrated Abutment Crown™ (IAC): 印象採得テクニック

4

印象を採得します

2.0mm
Titanium

2.0mm
Plastic

3.0mm
Titanium

3.0mm
Plastic

2.0mm 3.0mm
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暫間処置
	

オプション 1
1 	 インプラントレベルで印象を採得した後、テ

ンポラリーアバットメントをインプラントに
装着します。歯間乳頭を侵さずサポートでき
るアバットメントを選択してください。

	 歯肉退縮を防ぐ為、テンポラリーアバットメ
ントは頬側に寄り過ぎないように装着しま
す。テンポラリーアバットメントは歯肉の外
形に合わせて修正することができます。テン
ポラリーアバットメントにはテンポラリーク
ラウンによる咬合圧がかからないようにして
ください。

Integrated Abutment Crown™ (IAC): 暫間処置

テンポラリーアバットメント

ステルスアバットメントを指で装着します

歯肉溝とインプラント溝

1b

テンポラリークラウンを装着します

4

1

1a

Integrated Abutment Crown™ (IAC): 暫間処置

3

テンポラリークラウンを作製します

2

プラスチックスリーブ

オプション 2
1 	 インプラントレベルで印象を採得した後 

(P.52参照)歯間乳頭を侵さずサポートでき
るステルスアバットメントを選択してくださ
い。テンポラリークラウンの作製する為、ス
テルスアバットメントを指でインプラント溝
に押し込んで装着します。ノンショルダーア
バットメントとスナップオンスリーブを暫間
処置に使用することもできます。

2 	 プラスチックスリーブをステルスアバットメン
トに装着します。プラスチックスリーブは歯
間乳頭を侵さずサポートできるものを使用
します。プラスチックスリーブは歯肉のエマ
ージェンス・プロファイルに合わせて修正す
ることができます。

3 	 プラスチックスリーブの周囲に即重レジン（
Dentsply社製Integrity™ など )を注入して、
テンポラリークラウンを形成します。バキュ
ームフォームステントを使用する場合と使
用しない場合があります。 

4 	 テンポラリークラウンをステルスアバットメ
ントに装着します。基本的にテンポラリーク
ラウンにセメントは必要ありません。
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	 Integrated Abutment Crown™ (IAC)
	 装着テクニック

1 	 テンポラリークラウンまたはテンポラリーア
バットメントを取り出し、アルコールでIACの
ポスト部分を洗浄しIACをインプラント溝へ
装着します。

2 	 IACの適切な装着を確実にする為インサイザ
ルジグまたはバキュームフォームステントを
使用します。まず咬合および隣接面の接触関
係の確認を行います。IACを少しずつ動かす
と歯間距離が狭くなったり広くなったりしま
す。

3 	 IACはリッジラップを用いないで作製する
為、歯肉の形態によってはインプラント体
への適切な装着を妨げられることがありま
す。IACを装着する際にIACが歯肉を押し広
げれるよう、歯肉縁に斜めの切開を2箇所
に施す必要がある場合もあります。

4 	 タッピングは必ずアバットメントポストとイ
ンプラント溝の長軸方向へ行います。間違っ
た方向へタッピングをすると適切なロッキ
ングテーパー結合を妨げる原因になりかね
ません。切縁へのタッピングなどポストの
長軸方向に力を加えにくい場合には、クラウ
ンアライメントデバイスおよびクラウンシー
ティングチップを使用してシーティングジグ
を作製します。(P.56-62参照)

5 	 250gのマレットを使用しクラウンを数回タ
ッピングして装着します。IAC装着を容易に
するにはシーティングジグを使用します。ク
ラウンの切縁を先が鋭い器具で直接タッピ
ングしないでください。臼歯部においては
咬合圧だけでIACを装着できることもありま
す。

6 	 必要に応じてIAC装着の前に、ガイドピンお
よびサルカスリーマーを使用して余剰骨を取
り除きます。余剰骨はX線で確認できます。

注意：クラウンアライメントデバイスで作製する
シーティングジグは特に上顎前歯部の IAC への
使用をお勧めします。　

Integrated Abutment Crown™ (IAC): 装着テクニック — Integrated Abutment Crown™ (IAC)装着テクニック

成功のキーポイント

• 上顎前歯部でIACを使用する際は隣在歯間の状態の確認と調整を慎重に行ってください。歯間距離が狭すぎる場合IACのポストがインプラント
溝と適切に揃わなくなり、タッピングするとIACのポストまたはインプラント溝が歪んでしまうことがあります。

• インサイザルジグは正確にアバットメントポストとインプラント溝の長軸方向へタッピングする為のガイドとして使用します。
• 審美および咬合を考慮することが適切にIACを装着する為に非常に重要です。
• 歯間距離が狭すぎる場合ロッキングテーパーの結合および適切なタッピングを妨げることがあります。
• 口腔外でIACの調整をする際は、インプラント溝にテンポラリーアバットメントを装着して歯肉溝が閉じてしまわないようにすることが重要です。
• クラウンアライメントデバイスを使用すると、正確に長軸方向へタッピングをする為のシーティングジグを適切に作製することができます。

インサイザルジグを使用します

IACを装着します 必要に応じて切開を施します

歯肉溝およびインプラント溝

長軸方向へタッピングします

2

3a 3b

6a

5

余剰骨の可能性がある骨

6b

1

Integrated Abutment Crown™(IAC):装着テクニック

サルカスリーマー

余剰骨を取り除きます

ガイドピン

4 IAC

Separating Medium

Molded Plastic

Crown Seating Tip

クラウンアライメントデバイスにて
シーティングジグを作製します
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Integrated Abutment Crown™(IAC):装着について

アバットメントポストおよびインプラント溝
• アバットメントポストの形成は絶対行わないでください。アバットメントを装着する前にアバットメントポストを変形させたり汚染させたりすると、特に
上顎前歯部でインプラントとの正確なロッキングテーパー結合を妨げる原因になります。

•インプラントを埋入する為の器具は正確に使用してください。器具を正確に使用しないと、インプラント溝を歪めることがあります。

• 歯間距離が狭すぎたり余剰骨が原因で正確に長軸方向へタッピングをすることができないた場合、特に上顎前歯部では正確なロッキングテーパー
結合を得られません。

•清潔なアバットメントポストを、洗浄、乾燥させたインプラント溝の中でわずかに回転させてから正確に長軸方向へ数回タッピングすると、金属の結
合を更に強固にし、インプラント体とアバットメントの保持力を高めることができます。

隣在歯間の状態
• IACの隣接面においてコンタクトの抵抗が少ない状態にすることが重要です。歯間距離が狭すぎると適切な方向付けおよび1.5 の゚ロッキングテーパ
ー結合を妨げることがあります。
• シーティングジグがIACを適切な位置へガイドします。ただしIACの最終的な位置は審美と機能を考慮して決定します。
• 上顎前歯部ではコンタクトの抵抗が少ない状態にすることおよびインプラント溝を洗浄して清潔にし、IACのポストを適切に位置づけすることに細

心の注意を払います。適切に位置づけされていない状態でタッピングをすると、IACとインプラントのロッキングテーパー結合を妨げることがありま
す。

歯肉の状態
• 余剰歯肉または余剰骨が存在する場合、特に上顎前歯部ではIACへ不適切な方向に力がかかってしまい、適切なIACの装着を妨げる要因になります。
• X線写真または歯肉を切開して、IACの適切な装着を妨げる要因（余剰骨など）の有無を確認することができます。
•上顎前歯部にIACを装着する際はサルカスリーマーの使用および歯肉縁の斜め方向への切開に付け加え、歯肉の半月状になっている部分を除去する

ことが装着を容易にする為に重要です。

装着力
•クラウンアライメントデバイスを使用してシーティングジグを作製すると、正確な方向へタッピングをすることができます。特に上顎前歯部へIACを装

着する際の使用をお勧めします。
•250gのマレットを使用し、クラウンを数回タッピングして装着します。タッピングは必ずインプラント溝とアバットメントポストの長軸方向へ行います。
• 上顎前歯部へIACを装着する際は必ずアバットメントポストとインプラント溝の長軸方向へタッピングをしてください。間違った方向からタッピングを

するとアバットメントポストやインプラント溝が変形し、ロッキングテーパー結合を妨げることがあります。
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Step by Step
既存のIACにおいて

1 	 ポリセラミック材の表面をマイクロダイアモ
ンドバーで粗くします。

2 	 95％エタノールで洗浄しエアーを吹き付け
て乾燥させます。

3 	 Ceramo-Couplerを塗布しエアーで吹き付け
て乾燥させます。

4 	 Modeling liquidを塗布し光重合させ、適切
な材料を使用します。

5   光重合させ、必要に応じて更に材料を追加
し、研磨します。 (P.34参照)

6 	 修正されたIACです。

Integrated Abutment Crown™ (IAC): チェアーサイドにおける修正 — 既存のIACにおいて

チェアーサイドでの修正およびボンディングを行うケース

成功のキーポイント

• 光重合装置の光量は、製造元の規格に従って必ず定期的に確認してください。
• DiamondLite™ VLC/IR Digital-dual range radiometer を使用すると、Halogen Lightsの

有効性を判断することができます。
• 主な電球の耐久時間は75時間です。

• 隣在歯間または咬合面の状態を修正したいとき 
• クラウンの外形を修正したいとき 

　　• 隣接面を結合または分離をしたいとき

エタノールで洗浄します

Modeling Liquidおよび
 DiamondCrownを塗布しますCeramo-Couplerを塗布します

修正された補綴物光重合させます

表面を粗くします

チェアーサイドでは下記の光重合装置と硬化時間が最も適しています:
Halogen Lights 
	 DiamondLite Fotokur F/X 100v-250v - DRM
	 Optilux 501 - Kerr/Demetron 
	 Visilux - 3M 
	 PrismaLite - LD Caulk / Dentsply 
	 Translux - Heraeus / Kulzer 

	 条件: 	
	 Min. 500mW / cm2 
	 400-550nm wavelength range
	 30-40 sec. exposure per 2-3 mm layer

Xenon Plasma Arc Lights
	 DiamondPlasma - DRM
	 KCP 1000-PAC - American Dental Technologies 

	 条件: 	
	 600-2, 400mW/cm2
	 430-500nm
	 10 sec. exposure per 2-3 mm layer 

2

3 4

65

1

Integrated Abutment Crown™(IAC):チェアーサイドにおける修正

成功のキーポイント

• 材料を追加する場合は適切な色の
DiamondCrown™ Enamelを使用してく
ださい。

• DiamondCrown™を軽くたたいて平らに
広げ、エナメル材中の気泡を抜きます。

•材料を追加する場合はコンポジットレジ
ンでも使用できますが、適切な色合いの
DiamondCrown™ Enamelの使用をお
勧めします。　

•Translucentを使用すると前歯部の隣在歯間
へ材料を追加する際審美の達成を容易にす
ることができます。
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2

3

アバットメントの形成
1 	 インプラントアナログの周囲に最小限の歯

肉模型用の材料および最大限の石膏を注
ぎます。

2 	 ポリセラミック材を厚さ最小2.0mm最大
5.0mm使用可能で適切なノンショルダーア
バットメントまたはステルスアバットメントを
選択します。（アバットメントの選択につい
てはP.36をご参照ください）

3 	 歯肉模型でアバットメントのサイズが適切で
あることを確認します。

4 	 アバットメントへ歯肉の外形の高さに赤のサ
インペンで印をつけます。

5 	 アバットメントをアバットメントホルダーに
装着し、歯肉カントゥアーの赤いラインより
2.0mmから4.0mm下の歯肉縁下のマージン
に印をつけます。

6 	 切削用のディスクを使用してアバットメント
を理想の形状まで形成していきます。

7 	 カーバイドバーで仕上げをします。
8 	 形成途中のアバットメントおよび形成終了後

のアバットメントの例です。
9 	 石膏模型に装着した形成終了後のアバット

メントです。
10 	 インプラントが骨縁下2.0mmから4.0mmに

ある場合には6.0mmのステルスアバットメン
トを使用し、骨縁下4.0mm以上にある場合
には8.0mmのステルスアバットメントを使用
します。

4

7

6

9

Integrated Abutment Crown™ (IAC): 技工テクニック — アバットメント形成

アバットメント

アバットメントを装着した状態 歯肉の外形の高さに印をつけます

歯肉縁下のマージンの印をつけます

5

鋭片を切削します

8

形成途中および形成終了後のアバットメント

切削して形成します

形成状態を確認します

成功のキーポイント
•インプレッションポストとインプラントアナ

ログは組み立ててから印象に戻します。ま
た、インプレッションポストとインプラント
アナログが確実に装着されていることを確
認します。

• メタルのインプラントアナログを使用する
場合、模型上でIACを調整する際に適切な
軸方向からロッキングテーパーにて装着す
る必要があります。

•インプラントアナログの周囲に使用する歯
肉模型用の材料は最小限に、また石膏は
最大限にします。

• 歯肉模型に切開を施してアバットメントの
着脱が容易にできるようにします。

• 顔面側のマージンは少なくとも歯肉縁下
3.0mmに設定します。

• 理想的なエマージェンス・プロファイルが
形成される為に、アバットメントは可能な
限り最も幅が広いものを選択します。

• SS White製のEクロスカットBrasseler Burお
よび/またはGreat White Burを使用してアバ
ットメントの鋭片部分を切削します。

• リッジラップ型補綴は避けてください。

1

石膏をの注ぎます

Abutment Preparation Holder (260-101-390)

Integrated Abutment Crown™(IAC):技工テクニック
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ステルスアバットメント
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Page 30 Integrated Abutment Crown™ (IAC): 技工テクニック — アバットメントのサンドブラスト処理およびMetal Coulplerの塗布

2
アバットメントのサンドブラスト処理
およびMetal Coupler の塗布

1 	 ロッキングテーパーが損なわれないようア	
	 バットメントポストを保護する為にアバッ	
	 トメントをワックスベースに装着します。

2 	 50ミクロンの酸化アルミニウムでサンドブラ
スト処理を行います。

3 	 超音波槽内で95％エタノールにて5分間洗
浄をし、エアーを吹き付けて完全に乾燥さ
せます。

4 	 Metal Coupler 2滴をプラスチック溝に入れ、
ディスポーザブルブラシを使用して薄く4-
6層塗布します。

5 	 Metal Coupler塗布後、アバットメントは曇り
がかった乳白色のビーズ状になります。アバ
ットメントはオーブン内へ入れる為、アクリ
ルベースを取り付けたインプラントアナログ
に装着します。

6 	 エアーを吹き付けて250˚ F (120˚C)で5分間
真空状態にしないでオーブン内に入れてお
きます。

5

6

成功のキーポイント

• サンドブラスト処理中は、必ずアバットメン
トポストを確実に保護してください。

• アバットメントポストの形成は絶対に行わ
ないでください。アバットメントポストを形
成するとロッキングテーパーの摩擦力が損
なわれ、IACを装着できなくなります。

サンドブラスト処理を行います

3

超音波槽内にて洗浄します

アバットメントをインプラントアナログに装着します

4

Metal Couplerを塗布します

250 F゚（120C で゚5分間処理します。

1

ワックスベースに装着します

Integrated Abutment Crown™(IAC):技工テクニック



Step by Step

 Page 31Integrated Abutment Crown™ (IAC): 技工テクニック — アバットメントのOpeque処理

アバットメントのOpaque処理
1 	 Metal Opaque Liquidを3滴ガラス板に落と

します。
2 	 Neutral Metal Opaque Powderまたは適切な

色合いのMetal Opaque Powder をガラス板
上に同量にて3箇所に取ります。

3 	 分取したパウダーをそれぞれのOpaque 
Liquidと手早く円状に数回混ぜ合わせます。
そして全ての箇所を混ぜ合わせ、全体を合
わせます。

4 	 Metal opaque (neutralまたは適切な色合い
のもの)をディスボーザブルブラシを使用し
て一層のみ塗布します。

5 	 アバットメントを250˚ F (120˚ C)のオーブン
内に入れ、真空状態で5分間置きます。真空
状態にすることは必須ではありませんが、
真空状態で行うとボンドの強度を強化でき
ます。

6 	 Ceramo-Couplerを塗布し、適切な色合いの
Opaqueの二層目を、上記の①から⑤の手
順を繰り返して塗布します。エアーを吹き付
けて乾燥させます。

7 	 クラウン全体にOpaque材が確実に塗布
されていることを確認をして、 Modeling 
Liquid を塗布します。

8 	 2分間光重合させます。

成功のキーポイント

• クラウンが灰色または青色に見えない
ようにする為にはNeutral Metal Opaque 
Powderと適切な色合いのMetal Opaque 
Powderの2層のOpaqueの層が必要です。

• 最終的な理想色がA1またはB1である場合
には、Neutral Metal Opaque Powderを必ず
使用します。

• 理想的な結果を得る為には、Metal 
Opaque PowderをMetal Opaque Liquidと
混合してから5分以内にアバットメントへ塗
布します。

Laboratory Halogen Light Booths

	 • DRM製DiamondLite Fotokur F/X 100v-250v 
	 • Heraeus/Kulzer製Charisma/ArtGlass Stroboscopic Halogen Lab Cure Booth  
	 • Ivoclar製Targis/Vectris Halogen Lab Cure Booth  
	 • Generic Pentron 製 Light booth 
条件: 	
	 300mW Power, 500mW/cm2
	 >60˚C/140˚F internal chamber temperature throughout cure cycle
	 Exposure of 1-2 minutes for 2-3mm thick layer of Dentin, Enamel, and Incisal
	 Exposure of 2-4 minutes for 0.5-1.5mm thick layer of Opaque Dentin, Dentin Intensifiers and Dentin Chroma Modifiers

Opeque Powder および liquid

混ぜ合わせます 第一層目

真空状態にて250 F゚(120 C゚)で
5分間置きます Ceramo-Coupler

2分間光重合させます
確実に塗布されていることを確認し

Modeling Liquidを塗布します

2

3 4

7

65

8

1

Integrated Abutment Crown™(IAC):技工テクニック
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Page 32 Integrated Abutment Crown™ (IAC): 技工テクニック — クラウンの作製 • Opaque Dentin • Dentin

1 2

3

クラウンの作製

A. Opaque Dentin
1 	 適切な色合いのOpaque Dentin を選択し、

ステンレス製のスパーテルを使用してガラ
ス板上に押し付けて平らに広げます。

2 	 Opaque Dentinを気泡や穴ができないよう
に注意しながら歯頚部のマージンまでアバ
ットメント塗布します

3 	 2-4分間光重合させます。

注 意：Opaque Dentin の 色 が 不 足 し て い る
と灰色に仕上がってしまうことがあります。
Opaque Dentin をクラウンの 70％になるまで
使用すると理想的な仕上がりになります。よ
り強い色合いのものや色調強化材／変更材、
および／または着色特性化材により色彩面を
調整します。
Opaque Dentinを塗布する前にガラス板に大き
く押し広げると気泡ができにくく、材質の厚
さの調節もできます。

Opaque Dentin を厚く塗布しすぎると照射光が
十分に浸透せず硬化できない部分ができてし
まうことがあります。

B. Dentin
1 	  Dentin をステンレス製のスパーテルを使用

してガラス板上に押し付けて平らに広げま
す。

2 	 Opaque Dentin の層上に Dentin を直接塗
布していき、解剖学的に合う色合いとなるよ
う作製します。硬化させる前に必要に応じ
て本来天然歯にあるような色むらなどを付
け加えておきます。

3 	 材料の厚さが2-3mmの場合は2分間光重合
させます。

21

3

Opeque Dentinを押し広げます アバットメントに塗布します

Dentinを押し広げます Opeque Dentinの層の上に塗布します

Opeque Dentinを2-4分間光重合させます

Dentinを2分間光重合させます

40% up to 70% 
Opaque Dentin (Red)

Integrated Abutment
Crown (IAC)

5% 
Incisal (Dark Blue)

15% 
Enamel (Blue)

40% down to 10% 
Dentin (Brown)

成功のキーポイント

• Diamond Crown™は冷蔵庫に保存してくだ
さい。

• Dentinは使用する前に常温に戻しておき
ます。

• 十分な量のDentinをチューブから押し出し
たらスクリューのピストン部分を戻してお
きます。

Integrated Abutment Crown™(IAC):技工テクニック
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 Page 33Integrated Abutment Crown™ (IAC): 技工テクニック — Enamel • Incisal

C. Enamel
1 	 Enamel をステンレス製のスパーテルを使用

してガラス板上に押し付けて平らに広げま
す。

2 	 Dentinの層上に直接塗布します。形成して
いき接触面やマージン部分も塗布します。

3 	 歯牙本来の特徴を表現しながら塗布した
後、材料の厚さが2-3mmの場合は2分間光
重合させます。

D. Incisal
1 	 IncisalをEnamel の層上に塗布します。
2 	 各Incisalを使用し、形成していきます。
3 	 2分間光重合させます。 

4 	 形成し、咬合を調整します。
5 	 P.34を参照にしPolishing Kitを使用して機械

研磨したIACのエマージェンス・プロファイル
を確認します。

6 	 IACの優れた審美性。
7 	 IAC最終補綴後のプロファイルの状態で

す。 

1 2

5

Enamel Enamelを塗布します

Enamelを2分間光重合させます

Incisalを塗布します 各種類があります

Incisalを2分間光重合させます 形成します

IACの優れた審美性 プロファイルの状態理想的なエマージェンス・プロファイル

成功のキーポイント

• リッジラップ型補綴は避けてください。
• 機械研磨します（P.34参照）。 
• グレーズ材は絶対に使用しないでくださ

2

3

1

3 4

6 7

Integrated Abutment Crown™(IAC):技工テクニック
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Page 34 Integrated Abutment Crown™ (IAC): 技工テクニック — 仕上げおよび研磨

仕上げおよび研磨
1 	 研磨前のIACです。
2 	 Diamond Fine Cut Carbide bur（2本の青線

がついているもの）を使用して表面全体を
切削します。

3 	 Soft white silicone discを使用して表面の形
成と切削の仕上げをします。

4 	 Super-fine grade carbide burを使用して更
に表面を仕上げます。 

5 	 White silicone discとともに Pink silicone 
polishing disc を前後へ交互に動かしなが
ら使用し、理想的な外形や表面のきめが表
れるまで研磨します。

6 	 Nylon bristle brush を使用して表面を切削
し滑らかにします。

7 	 Soft bristle brush と研磨材を使用し、回転
速度を遅く設定して研磨します。研磨中は
クラウンを常に湿らせてオーバーヒートを防
ぎます。

8 	 Buff cloth wheelで研磨の仕上げをします。
9 	 研磨後のIACです。

注意：研磨する代わりとしてグレーズ材を使用し
ないでください。グレーズ材は口腔内で 6-8 ヶ
月しか持ちません。半永久的に輝きを保つ為に
はクラウンを機械研磨することが重要です。

切削します

切削します切削します

研磨します

仕上げをします研磨します

研磨します

成功のキーポイント

• 長期にわたり審美を最大限達成させる
為、研磨する前に表面全体を完全に切削
します。

•遅いスピードでクラウンを湿らせながら研
磨し、材料の加熱を防ぎます。

•グレーズ材は絶対に使用しないでくださ
い。

 研磨前のIAC

研磨後の IAC

Polishing Kit

2

3 4

8

65

9

1

7

Integrated Abutment Crown™(IAC):技工テクニック
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 Page 35Integrated Abutment Crown™ (IAC): 技工テクニック — 仕上げおよび光滑処理

仕上げおよび光滑処理
1 	 DiamondFine cut carbide bur（2本の青線

がついているもの） およびNitrite coated 
carbide bur （先端が金色のもの）を使用し
てIAC全体をトリミングし、95％エチルアル
コールで洗浄します。

2 	 IAC保持用器具は容器の側面に接触しない
ようにactivator solution の中へ吊るしてお
かなければなりません。保持用器具はキッ
トには含まれていません。ワイヤーまたはア
クリルを使用して作製することをお勧めい
たします。

3 	 IAC保持用器具に装着します。
4 	 清潔なdisposable brush tipを使用して、

Ceramo Coupler をその都度乾かしながら
1-2 層塗布していきます。

5 	 Soft sable brushを使用して SuperClear coat 
VLC liquidを薄く塗布していきます。

6 	 SuperClear coat activatorの中へ IACを吊るし
（または沈め）、3-4 分間光重合させます。 

7 	 IACをSuperClear coat activatorから出して水
か蒸気で洗浄します。

成功のキーポイント

• IACはSuperClear coat activatorの中に浸し
ているときはどこにも接触させないように
してください。

• 輝きが不十分である場合は一通りの手順
を再度行ってください。

•表面の処理を行いすぎないようにしてくだ
さい。表面を滑らかにしすぎるとCeramo 
Coupler、SuperClear coat VLC liquidおよび
SuperClear coat activatorが表面を十分に
カバーできなくなる原因になります。

IACをトリミングします IAC保持用器具

2a

Ceramo Couplerを塗布します

Super Clear coat activatorの中に浸します

4

6

1

Integrated Abutment Crown™(IAC):技工テクニック

IACを装着します

Super Clear coat VLCを塗布します

3

7

5

洗浄します

IAC保持用器具

2b
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上顎歯列の第一候補

アバットメント
の直径

2.0mm Post 3.0mm Post 

0˚ 15˚ 0˚ 15˚

中切歯 6.5mm 260-165-001 260-165-015 260-365-001 260-365-015

側切歯 5.0mm 260-150-001 260-150-015 260-350-001 260-350-015

犬歯 6.5mm 260-165-001 260-165-015 260-365-001 260-365-015

小臼歯 5.0mm 260-150-001 260-150-015 260-350-001 260-350-015

6.5mm 260-165-001 260-165-015 260-365-001 260-365-015

大臼歯 6.5mm 260-365-001 260-365-015

7.5mm 260-375-801 260-375-815

上顎歯列の第二候補
中切歯 5.0mm 260-150-001 260-150-015 260-350-001 260-350-015

側切歯 4.0mm 260-140-002 260-140-015 260-340-001 260-340-015

犬歯 5.0mm 260-150-001 260-150-015 260-350-001 260-350-015

小臼歯 4.0mm 260-140-002 260-140-015 260-340-001 260-340-015

5.0mm 260-150-001 260-150-015 260-350-001 260-350-015

大臼歯 5.0mm 260-350-001 260-350-015

6.5mm 260-365-001 260-365-015

下顎歯列の第一候補

アバットメント
の直径

2.0mm Post 3.0mm Post 

0˚ 15˚ 0˚ 15˚

切歯 4.0mm 260-140-002 260-140-015 260-340-001 260-340-015

犬歯 6.5mm 260-165-001 260-165-015 260-365-001 260-365-015

小臼歯 5.0mm 260-150-001 260-150-015 260-350-001 260-350-015

6.5mm 260-165-001 260-165-015 260-365-001 260-365-015

大臼歯 6.5mm 260-365-001 260-365-015

7.5mm 260-375-801 260-375-815

下顎歯列の第二候補
切歯 3.5 or 4.0mm 260-135-001 260-135-015 260-340-001 260-340-015

犬歯 5.0mm 260-150-001 260-150-015 260-350-001 260-350-015

小臼歯 4.0mm 260-140-002 260-140-015 260-340-001 260-340-015

5.0mm 260-150-001 260-150-015 260-350-001 260-350-015

大臼歯 5.0mm
6.5mm

260-350-001
260-365-001

260-350-015
260-365-015

Integrated Abutment Crown™(IAC):アバットメントの選択

成功のキーポイント

• 最小2.0mm、最大5.0mmの厚さのポリセラミック材が使用可能なアバットメントをご使用ください。
• インプラントが歯槽骨頂より2.0-4.0mm下にある場合には6.0mmのステルスアバットメントを、またインプラントが歯槽骨頂より4.0mm以上下にあ
る場合には8.0mmのステルスアバットメントをご使用ください。

Integrated Abutment Crown™ (IAC):アバットメントの選択
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オーバーデンチャー補綴

*“バイコン補綴マニュアル日本語版”は米国Bicon World Headquartersが発行している“Bicon Restorative Manual”が翻訳されたも
のです。掲載されている製品には現在日本で販売されていない製品もございますので、何卒ご了承の程お願いいたします。
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オーバーデンチャー: ブレビスアバットメント

オーバーデンチャー: ブレビスアバットメント — チェアーサイドテクニック

8

リリーフを施します

ブレビス　チェアーサイドテクニック
1 	 アバットメントやハウジングによって不適

切にデンチャーが装着されないようにする
為、インプラントを露出させる前にデンチャ
ーの咬合を記録しておきます。

2 	 それぞれ少し切開を施しインプラントを露
出させ、ヒーリングプラグリムーバーを使用
してヒーリングプラグを除去します。

3 	 ショルダーデプスゲージを使用してアバット
メントの高さを決定します。

4 	 ガイドピンをインプラント溝に装着して理
想的な軸を決定します。

5 	 アバットメントを装着する前に平行になるよ
う0˚または/および 15˚のアバットメントを選
択します。ブレビスアバットメントには 2.0、 
4.0 、6.0mmがあります。 

6 	 ソフトワックスを押しながらデンチャーへ装
着し、アバットメントとの位置関係を決定し
ます。またはアバットメントの上にサインペ
ンでデンチャー上のアバットメントの位置を
印をつけます。 

7 	 口腔内へブレビスハウジングをそれぞれの
アバットメントに装着します。

8 	 デンチャーにブレビスアバットメントのリリ
ーフを施します。デンチャーをハウジングの
上に試適してクリアランスを確認します。

2

インプラントを露出させます

5b

平行になるアバットメントを選択します

6a

ワックスを装着します

1

咬合を記録します

5a

4.0 15˚ 6.0 0˚4.0 0˚2.0 15˚2.0 0˚ 6.0 15˚

2.0 0˚ 6.0 15˚6.0 0˚4.0 15˚4.0 0˚2.0 15˚3.
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6b

アバットメントに印をつけます

7

ブレビスハウジング

3

ショルダーデプスゲージを使用してアバットメントの高さを決定します

4

ガイドピンを装着します
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オーバーデンチャー: ブレビスアバットメント

成功のキーポイント

• チェアーサイドテクニックの際は不注意にデンチャーを不適切な位置に装着することを避ける為に咬合記録ジグを使用します。
•１５ の゚ブレビスアバットメントはインプラントが平行に埋入されていない場合に平行性を得る為に使用します。
• デンチャーはアバットメントまたはハウジングの上でロック、または回転をさせないでください。
• オーバーデンチャー用のアバットメントへ直接印象を採得しないでください。
• アバットメントのアンダーカット部分でデンチャーがロックされるのを防ぐ為、ラバーダムシートおよびワセリンを使用します。
• 塗布しやすくする為にアクリルをシリンジとともに使用します。
• 粘性が高いアクリルのミックスを使用するとアバットメントに装着しているブレビスハウジングを不適切に方向付けしてしまうことがあります。
•ハウジングをデンチャーの中へ適切に装着をする為にコットンロールを両側に使用して、強く咬合して頂きます。
• デンチャーを過度に装着しすぎた場合はラウンドバーを使用してオーリングの内側を少し緩めます。
• オーリングを過度に装着してしまう場合は重合されたアクリルが配列ミスによってブレビスアバットメントへ合着してしまったことが原因です。

オーバーデンチャー: ブレビスアバットメント — チェアーサイドテクニック

10

ワセリンを塗布します

ブレビス　チェアーサイドテクニック（続き）
9 	 ブレビスハウジングを取り外して、アクリル

がアバットメントのアンダーカット部分に入
り込んでロックするのを防ぐ為ラバーダムシ
ートを装着します。アンダーカット部分がラ
バーダムにより確実に保護されていること
を確認します。

10 	 アクリルがアバットメントのアンダーカット部
分に入り込んでロックするのを防ぐ為の更な
る対策としてラバーダムシートの下にワセリ
ンを塗布します。

11 	 ブレビスハウジングをそれぞれのアバットメ
ントに再装着し、アクリルをブレビスハウジ
ングの周辺に築盛します。また、既存のデン
チャーのリリーフ部分へもごく少量のアクリ
ルを築盛します。	

12 	 デンチャーを口腔内へ装着して両側でコッ
トンロールを均一に咬合させ、適切にデン
チャーを装着します。

13 	 ラバーダムシートを取り外した後、ブレビス
ハウジングの周辺にある余剰アクリルを研磨
します。

14 	 バイコンインプラントとブレビスアバットメン
トのX線写真です。最高のインプラント維持
および完璧な歯肉の状態のオーバーデンチ
ャーです。アクリルが粘性が高い場合やデ
ンチャーの中のみに塗布すると、ラバーオ
ーリングの過度な装着やハウジングの配列
ミスによってデンチャーが装着できなくな
る原因になります。

	 注意: もしブレビスアバットメントへデンチ
ャーが不適切に装着された場合は、デンチ
ャーを切削をするよりも、装着時と逆方向に
タッピングをして引き抜くほうが賢明です。

	 タッピング用器材を使用しやすいようにデ	
	 ンチャーへノッチを作製します。またノッチ	
	 はデンチャーからアバットメントを取り外し	
	 する際、またはインプラントからアバットメン	
	 トを取り外しする際にも便利です。

12

適切に装着させます

13

余剰アクリルを研磨します

11

アクリルを築盛します

14

X線写真

ハウジングを取り外します

9
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オーバーデンチャー: ブレビスアバットメント

6

インプレッションキャップを装着します

印象採得（間接法）
1 	 アバットメントやハウジングを適切な位置に

装着する為、インプラントを露出させる前に
デンチャーの咬合を記録します。

2 	 歯肉へ僅かに切開を施してインプラントを
露出させ、ヒーリングプラグリムーバーを使
用してヒーリングプラグを除去します。

3 	 ショルダーデプスゲージを使用してアバット
メントの高さを決定します。

4 	 ガイドピンをインプラントに装着し、インプ
ラントの軸方向を確認します。

5 	 アバットメントを装着する前に平行になるよ
う0˚または/および 15˚のアバットメントを選
択します。ブレビスアバットメントには 2.0、 
4.0 、6.0mmがあります。

6 	 黒色のプラスチックインプレッションキャッ
プをブレビスアバットメントへ装着します。

7 	 ブレビスインプレッションキャップを使用し
て印象を採得します。アバットメントの直接
印象採得はしないでください。

8 	 石膏を注ぐ前にトランスファーダイをインプ
レッションキャップへ装着しておきます。

9 	 模型のアンダーカット部分をふさいでおきま
す。

7

インプレッションキャップを使用して
印象を採得します

オーバーデンチャー: ブレビスアバットメント — 印象採得（間接法）

8

トランスファーダイを装着します

2

インプラントを露出させます

5b

平行になるアバットメントを選択します

3

1

咬合を記録します

5a

4.0 15˚ 6.0 0˚4.0 0˚2.0 15˚2.0 0˚ 6.0 15˚

2.0 0˚ 6.0 15˚6.0 0˚4.0 15˚4.0 0˚2.0 15˚3.
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ショルダーデプスゲージを使用してアバットメントの高さを決定します

4

ガイドピンを装着します

9

アンダーカット部分をふさぎます
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オーバーデンチャー: ラバー製Oーリングのメンテナンス
2

探針を挿入します

3

ラバー製O-リングを曲げて挿入します

4

ラバー製O-リングを装着します

1

探針またはスケーラーを使用します

	 ラバー製Ｏ-リングの
	 ブレビスハウジングへの着脱

1 	 スケーラーまた探針を使用してラバー製O-
リングを取り出します。

2 	 ラバー製O-リングとハウジングの間に探針
を挿入してラバー製O-リングをハウジング
から取り外します。

3 	 コットンプライヤーを使用して新しいラバー
製O-リングを8の字状に曲げてハウジング
の中へ入れます。

4 	 ラバー製O-リング全体をハウジング内の保
持溝内へ装着します。

5 	 ラバー製O-リングを全て挿入してもハウジ
ング内へ確実に納まっていない場合は、探
針でラバー製O-リングを動かして定位置に
納めます。

オーバーデンチャー: ラバー製O-リングのブレビスハウジングへの着脱

成功のキーポイント

• 患者様によってデンチャーの手入れや装
着方法が異なります。磨耗の程度にもより
ますが、ラバー製O-リングは6ヶ月から24ヶ
月ごとに交換が必要です。

• ラバー製O-リングはアルコール含量の高
い溶液中に浸さないでください。洗浄液に
よってはラバー製O-リングを乾燥させてし
まい、通常よりも早く保持力が失われてし
まいます。

• ハウジングに配列ミスがあるとラバー製
O-リングが過度に装着されてしまう原因
になります。

• ラバー製O-リングが過度に装着されてし
まう場合は、ハウジング側とデンチャー側
へ柔らかいアクリルレジンを十分築盛して
オーバーデンチャー内のハウジングを再
配列します。

5

ラバー製O-リングを定位置に納めます

ブレビスアバットメントはインプラント一番上からブレビ
スアバットメントのショルダー部分までが高さです。高さ
は2.0、4.0、6.0mmがあります。インプラントの一番上から
アバットメントの一番上までおよそ5.5、7.5、9.5mmありま
す。

ブレビスアバットメント

測定ガイド
バイコンアバットメントは半球形の基部がインプラントの頂上部とは接触し
ないように設計されています。これにより、アバットメントを完全に装着さ
せた際、半球形の下側に隙間ができます（X線が透過します）。アバットメン
トのポスト部分は絶対に切削しないで下さい。アバットメントポストを切削
したり、セメントを使用するとロッキングテーパーの摩擦力を弱め、インプ
ラントとアバットメントの適切なロッキングテーパー結合を妨げる原因にな
りかねません。次の図はブレビスアバットメントの測定方法とブレビスアバ
ットメントを最終的に装着した際の状態です。

高さ
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オーバーデンチャー: Fixed-Detachable アバットメント
印象採得（間接法）

1 	 歯肉へ僅かに切開を施してインプラントを
露出させ、ヒーリングプラグリムーバーを使
用してヒーリングプラグを除去します。

2 	 ガイドピンをインプラントへ装着して、イン
プラントの軸方向を確認します。

3 	 アバットメントの基部が歯肉溝へ納まるよう
な適切な高さのFixed-Detachable (FD) アバ
ットメントを選択します。

4 	 アバットメントとインプラント3本のX線写真
です。

5 	 FD アバットメントにはスクリュー保持用のね
じ穴があり、クラウン部分には20 の゚テーパ
ーがあります。

6 	 メタルまたはプラスチック製のTransfer 
copingをアバットメントに装着し、さらに
5.0または10.0mmのCoping screwにより
Transfer copingを保持してオープントレイで
印象を採得します。

7 	 Coping screwをオープントレイ印象から
緩めて外し、プラスチック製の Transfer 
copingが印象内へ取り込まれたまま外れる
ようにします。

8 	 最終的な補綴物が装着可能となるまでHex 
cover screw (260-100-021) をアバットメント
に装着しておきます。

	
	

2

3 4

X線写真

1

5

Fixed-Detachable アバットメント

6

7

Coping screwを外します

Copingを使用して印象を採得します

8

Hex cover screwを装着します

ガイドピンを装着しますインプラントを露出させます

3.0 0˚ 3.0 15˚ 5.0 0˚ 5.0 15˚

3.0 0˚ 3.0 15˚ 5.0 0˚ 5.0 15˚

Occlusal 
view

オーバーデンチャー: Fixed-Detachable アバットメント — 印象採得（間接法）
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オーバーデンチャー: Fixed-Detachable アバットメント
印象採得（間接法）（続き）

9 	 Brass abutment analog (260-100-006)を印
象内のプラスチック製Transfer copingに装
着します。

10 	 石膏を注いでいる間にCoping screwsをプ
ラスチック製の Transfer copingに装着して 
Brass abutment analog を保持します。

11 	 石膏模型内のアバットメント3本です。
12 	 オーバーデンチャーバーをアバットメントに

装着し、適合を確認します。
13 	 Retention screw (260-100-020) を装着し

てオーバーデンチャーバーをアバットメント
に固定します。ここではスレデッドスクリュ
ーが使用されていますが、Hex retention 
screwの使用をお勧めいたします。

14 	 バイコンインプラント3本のスクリュー保持
オーバーデンチャーバーのX線写真です。

	 注意: バイコンのRetention screwにはねじ
山が三段しかありません。これは同一の材
質のものをねじ留めする際に必要な最大限
の数です。キャストがアバットメントと適合し
ていれば、ねじ山は三段で十分です。

	 もしRetention screws がアバットメントに入
っていかない場合、その補綴物は適合して
いません。

　　六角(Hex）のサイズは0.5mmです。 

	 Fixed-Detachableアバットメントはクラウン	
	 修復に使用します。
	

9

アナログをCoping に装着します

10

Coping screwを装着します

11

石膏模型内のアナログ

12

オーバーデンチャーバーを装着します

13

Retention screw

14

終了後のX線写真

アバットメントの最も幅の広い部分の直径は4.0mmで
す。FDアバットメントはインプラント一番上からFDバッ
トメントの最も幅の広い部分までが高さです。高さは
3.5、5.0mmがあります。アバットメントのヘッド部分に
は20 の゚テーパーが付いています。

Fixed-Detachableアバットメント

測定ガイド
バイコンアバットメントは半球形の基部がイン
プラントの頂上部とは接触しないように設計さ
れています。これにより、アバットメントを完全
に装着させた際、半球形の下側に隙間ができま
す（X線が透過します）。アバットメントのポスト
部分は絶対に切削しないで下さい。アバットメン
トポストを切削したり、セメントを使用するとロ
ッキングテーパーの摩擦力を弱め、インプラン
トとアバットメントの適切なロッキングテーパー
結合を妨げる原因になりかねません。次の図は
Fixed-Detachable (FD) アバットメントの測定方法
とFixed-Detachable (FD) アバットメントを最終的
に装着した際の状態です。

オーバーデンチャー: Fixed-Detachable アバットメント — 印象採得（間接法）

直径

高さ



Step by Step

Page 44

オーバーデンチャー: テレスコピック補綴テクニック

オーバーデンチャー: テレスコッピ補綴テクニック

テレスコピックまたはスリーブを使用したオーバーデンチャー補綴は歯槽堤萎縮症の治療に必要な皮質骨移植
に代わることができる優れた補綴テクニックです。 この補綴テクニックは着脱可能な補綴物を使用して行いま
すが、患者様が感じられる安定感は固定式の補綴物と変わりありません。またこの補綴物には通常インプラン
トを左右対称になるよう三本埋入します。バイコンのストレートおよび角度付きアバットメントは補綴物の作製
を促すのみでなく、テレスコピック補綴にて使用することにより審美性に優れた結果が得られることができます。
バイコンアバットメントが360 ポ゚ジショニング可能であることにより、術者、技工士、および患者様にとって素晴
らしいテレスコピック補綴を行うことができます。

テレスコピック補綴テクニック
1 	 模型作製の為に咬合を記録します。
2 	 確実に装着した状態のインプレッションポ

スト、または可能であればインプラント窩に
タッピングをした実際のアバットメントを使
用してインプラントレベルで印象を採得し
ます。

3 	 インプレッションポストまたは実際のアバッ
トメントをインプラントから取り除き、メタ
ルインプラントアナログに装着して印象に戻
して、石膏を注ぎます。

4 	 石膏模型が硬化したら、アバットメントを選
択し、研磨をして歯頚部が2 傾゚斜がある長
さが3.0ｍｍの平行なアバットメントにしま
す。

注意: このページに掲載されているインプレ	
ッションポストは黒色ですが、現在の2.0mmプ	
ラスチックインプレッションポストは赤色です。

2a

インプレッションポストを挿入します

2b

インプレッションポストをタッピングします

1

咬合を記録します

3a

インプラントアナログをインプレッション
ポストに装着します

3b

印象へ戻します

4a

アバットメントを研磨します

4b

研磨されたアバットメント

2c

印象を採得します

3c

インプラントアナログ
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オーバーデンチャー: テレスコピック補綴テクニック

オーバーデンチャー: テレスコッピ補綴テクニック

テレスコピック補綴テクニック（続き）
5 	 保持用コーピングはそれぞれ相対するU字

型支持板を使用して研磨されたアバットメ
ントこの上に作製します。

6 	 研磨されたアバットメントはアクリル製ジグ
を使用してインプラントへ完全に装着しま
す。

7 	 保持用コーピングをそれぞれのアバットメン
トへ装着してからU字型支持板を装着しま
す。

8 	 保持用コーピングはそれぞれU字型支持板
にレジンを使用して封泥または固定しま
す。

9 	 マスター用模型を作製する為、印象材をア
バットメントおよびU字型支持板の周りに注
入して印象を採得します。

	 次のページへ続く »

6b

研磨されたアバットメント
をタッピングします

5b

U字型支持板

5a

保持用コーピング

6a

研磨されたアバットメントを挿入します

7c

9

印象を採得しますｊ

8b

保持用コーピングを固定します

保持用コーピングに装着した
U字型支持板

7b

8a

アクリルを注入します

アバットメントに装着した
保持用コーピング

7a

研磨されたアバットメント
を装着します
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テレスコピック補綴テクニック（続き）
10 	 アバットメントの周囲に印象材を注入して咬

合を記録します。
11 	 研磨されたアバットメントを取り外して技工

所へ送り、最終的な補綴物用のマスター用
模型を作製します。

12 	 コーピングをU字型支持板にはんだ付けを
してからデンチャーへ装着します。 

13 	 研磨されたアバットメントを最終的に装着
する前にアクリル製のシーティングジグおよ
び/または最終補綴物を使用して再挿入しま
す。

注意：アバットメントをタッピングすると最初に
装着したときより 2.0mm ポストのアバットメント
は最大 0.1mm インプラント溝に深まり、3.0mm
ポストのアバットメントは最大 0.25mm 深まりま
す。

10b

咬合を記録します

11

アバットメントを取り外します

10a

印象材を注入します

12

最終補綴物

13c

補綴物を使用してアバットメント
を挿入します

13d

アバットメントをタッピングします

13b

アバットメントと補綴物

13a

歯肉溝およびインプラント溝

オーバーデンチャー: テレスコピック補綴テクニック
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テレスコピック補綴テクニック（続き）
14 	 着脱可能なインプラント支持のテレスコピッ

ク補綴物は咬合調整を行ってから患者様へ
お渡しします。

15 	 時間が経過するにつれて補綴物の保持
力が失われる場合は、コーピングの頚部
3.0mmに金メッキを施して修復できること
があります。金メッキは頚部3.0mmのみに
施します。

14a

最終補綴物

14e

終了後のX線写真

14b

最終補綴物を装着します

14d

最終補綴物

14c

咬合を確認します

15

金メッキ

オーバーデンチャー: テレスコピック補綴テクニック
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テクニック

*“バイコン補綴マニュアル日本語版”は米国Bicon World Headquartersが発行している“Bicon Restorative Manual”が翻訳されたも
のです。掲載されている製品には現在日本で販売されていない製品もございますので、何卒ご了承の程お願いいたします。



Step by Step

Page 50

テクニック: イミディエートスタビリゼーション&ファンクションン

テクニック: イミディエートスタビリゼーション＆ファンクション

イミディエートスタビリゼーション&ファンクションによって、インプラントの
初期固定や骨質に関わらず予測ができる治療が可能です。ただし、チェアー
サイドにてインプラントにテンポラリークラウンを装着する場合のみ、このテ
クニックは有効です（通常のインプラント埋入テクニックに付け加えて）。テ
ンポラリークラウンはオッセオインテグレーションを獲得するまでの間、隣
在歯に仮着してください。外科医と補綴医の連携がより良く取れるようにす
る為にも患者様にテンポラリークラウンを動かさないようにして頂きます。

単独歯または複数歯においてのイミディエートスタビリゼーション＆ファンクション
Materials

• ステルスアバットメント
• トール、ショートステルスアバットメント用ワンピ
ースプラスチックスリーブ

• テンポラリークラウンの為のバキュームフォーム
ステント

• テンポラリークラウン用のボンディング材
• .ステルステンポラリークラウン用コンポジットレ

ジン：Dentsply製Integrity™ および/または 
DRM製DiamondCrown™ 

• 繊維補強材（もしIntegrity™ または
DiamondCrown™ を十分に使用した場合は
必要ありません。）

3

インプラントを挿入します

4

ショルダーの高さを決定します

5

ステルスアバットメントを試適します

1

抜歯

6

プラスチックスリーブを
ステルスアバットメントに装着します

イミディエートスタビリゼーション&
ファンクション

1 	 抜歯を行い、インプラント窩を通常通り形成
します。

2 	 骨形成を行う前に、隣在する歯またはクラ
ウンをエッチング処理します。

3 	 最低でも歯肉縁下5.0mmで適切なインプラ
ントを埋入します。黒いヒーリングプラグや
インプラントインサーター／レトリーバーを
取り外す前にインプラントの肩へ採取した
自家骨を盛ります。

4 	 デプスゲージを使用してステルスアバットメ
ントの高さを決定します。5.0 x 4.0mm ま
たは 4.0 x 3.5mm ステルスアバットメント
がお勧めです。治癒期間に骨吸収が起こっ
た場合はマージンと最終補綴物を考慮し
て、高さが低いステルスアバットメントを使
用します。

5 	 アバットメントの直径は歯間乳頭の形状を
考慮して決定します。歯間乳頭を侵さずサ
ポートできるアバットメントおよびプラスチ
ックスリーブを選択します。

6 	 トールまたはショートステルスアバットメン
ト用ワンピースプラスチックスリーブをアバ
ットメントへ口腔内または口腔外で仮着して
スペースを判断します。

2

隣在歯をエッチング処理します
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テクニック: イミディエートスタビリゼーション&ファンクションン

テクニック: イミディエートスタビリゼーション＆ファンクション

イミディエートスタビリゼーション&
ファンクション（続き）

7 	 ステルスアバットメントをインプラントへ指
を使って装着します。

8 	 ステルスアバットメント用ワンピースプラスチ
ックスリーブの支えとする為、または隣在歯
とのブリッジを作製する為にワンピースプラ
スチックスリーブの周りに即重レジンを注入
します。

9 	 テンポラリークラウンを強固にする為に
ステントの舌側を繊維補強材で補強しま
す。Dentsply製Integrity™ または DRM製
DiamondCrown™を使用した場合は補強リ
ボンは通常必要ありません。

10 	 即重レジンをバキュームフォームステントの
咬合面の半分へ注入し、ステルスアバットメ
ント用ワンピースプラスチックスリーブの上
にステントを装着し、テンポラリークラウン
用の支えを作製します。

11 	 ステントを外し、テンポラリークラウンを安
定させる為、隣在歯間に即重レジンを残し
てトリミングします。

12 	 咬合を確認しながらアバットメントに研磨さ
れたテンポラリークラウンを挿入します。ア
バットメントおよびテンポラリークラウンは
スナップ式で装着するので通常はアバットメ
ントとテンポラリークラウンの間にセメント
は必要ありません。

13 	 テンポラリークラウンを隣在歯に仮着し、確
実に安定させます。

14 	 重要: テンポラリークラウンの安定が非常
に重要である ことを患者様に十分に理解し
て頂くことが大切です。もし少しでもテンポ
ラリークラウンに動揺が認められたら、直
ちに再仮着の為に来院して頂くようにしま
す。

15 	 最低10週間の治癒期間をおいた後、テンポ
ラリークラウンを外し、通常の補綴を行い
ます。

16 	 最終補綴物と Integrated Abutment 
Crown™のＸ線写真です。

注意：
アバットメントをタッピングをすると最初に装着
したときより 2.0mm ポストのアバットメントは最
大 0.1mm インプラント溝に深まり、3.0mm ポ
ストのアバットメントは最大 0.25mm 深まります。

9

繊維補強材を装着します

10

バキュームフォームステント

11

テンポラリークラウンを外します

8

即重レジンを注入します

12

研磨されたテンポラリークラウン
を装着します

13

テンポラリークラウンを仮着します

14

テンポラリークラウン

7

指を使用して装着します

15

10週間後のテンポラリークラウン

16

最終補綴物
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1

インプレッションポストをトリミングします

テクニック: インプラントレベルでの印象採得／咬合記録

2

咬合を記録します

2
インプラントレベルでの印象採得

1 	 テンポラリーアバットメントを取り外します。
必要に応じて、インプレッションリーマーを
使用してインプレッションポストの為のサ
ルカスを形成します。 (P.53参照)

2 	 インプレッションポストをインプラント溝へ
タッピングします。2.0ｍｍ溝のインプラン
トが埋入されている場合は赤色のインプレ
ッションポストを 、3.0ｍｍ溝のインプラン
トが埋入されている場合は緑色のインプレ
ッションポストを使用します。

3 	 インプレッションポストの周りに印象材を
注入します。印象用トレイを押しすぎてイン
プレッションポストを歪めないように注意
をして印象を採得します。また、印象用トレ
イにインプレッションポスト用の穴をあけ
る必要がある場合もあります。

4 	 印象を採得します。
5 	 インプラントからインプレッションポストを

取り出し、インプラントアナログに装着しま
す。

6 	 組み立てたインプレッションポストおよびイ
ンプラントアナログを印象へ戻します。イン
プレッションポストの周りに歯肉模型用の
材料を注入します。また、インプラントアナ
ログの周りへも最小限の量注入します。 石
膏を注ぎます。

注意：インプレッションポストの代わりにアバットメ
ントを使用することもできます。印象を採得する前に
アバットメントをインプラント溝へタッピングしておき
ます。印象採得後、アバットメントをインプラントか
ら取り外し、印象の中へ戻す前にインプラントアナロ
グへタッピングをして装着をしておきます。
インプレッションポストは必ずインプラント溝へタッ
ピングをします。回転しながら押し込んだり押して挿
入するのみでは装着不可能です。もしインプレッショ
ンポストが印象材と一緒に外れてしまったらインプラ
ントの適切な軸方向を記録できていないので再度印
象を採得する必要があります。

 the impression must be redone, since the impression post did not record he proper 

インプレッションポストをタッピングします

3

印象材を注入します

4

印象を採得します

1

歯肉溝

6

印象へ戻します

5

インプレッションポストを
インプラントアナログに装着します

咬合記録
1 	 インプレッションポストをインプラント溝へ

タッピングします。また、 必要に応じてポス
トを切削して咬合面を低くします。

2 	 インプレッションポストにアクリルレジンを
注入して咬合を記録します。

注意：咬合を記録する為のアクリルレジンを注
入する前に、必要に応じてインプレッションポス
トの高さを低くします。
インプレッションポストをインプラント体から取
り外して、咬合記録と共に技工所へ送り、石膏模
型を作製します。

インプラントレベルでの印象採得はあらゆる種類の補綴物の作製に幅広く使用されています。この印象採得により歯科技工
士の方は容易にアバットメントの選択と修正を行うことができます。埋入したインプラントの位置が理想的でない場合にお勧
めです。  Integrated Abutment Crown™作製およびテレスコピック補綴テクニックには欠かせない印象採得法です。
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テクニック: インプレッションリーマー

2b

インプレッションリーマー

3

押す力を加えながら回転させます

1

ガイドピンを装着します

4

インプレッションポストをタッピングします

インプレッションリーマー
インプレッションリーマーは深く埋入された
インプラントへインプレッションポストを適
切に装着する為に、余剰骨を除去する際に
使用します。

1 	 2.0または 3.0mmのガイドピンを装着しま
す。

2 	 2.0 または 3.0mmのインプレッションリー
マー (260-101-452 または 260-101-453)を
スレデッドストレートハンドルやスレデッド
ノブへ装着します。インプレッションリーマ
ーのサイズはインプラント溝のサイズに対
応しています。ガイドピンの上からインプレ
ッションリーマーを装着します。

3 	 歯槽頂へ向かって押す力を加えながらイン
プレッションリーマーを回転させます。すべ
ての余剰骨および余剰歯肉を除去できるま
で押しながら回転を続けます。

	 ガイドピンはインプレッションリーマーによ
って骨を削りすぎてインプラントにダメージ
を与えないようにできています。

4 	 インプレッションリーマーおよびガイドピン
を取り外してインプラントレベルで印象を採
得する為に適切なインプレッションポストを
インプラント溝へタッピングします。 

注意：インプレッションリーマーはインプラントレベ
ルでの印象採得で通常使用します。インプレッション
ポストのインプラント溝への適切な装着を妨げる歯肉
等がある場合に必要です。

2a

インプレッションリーマーを
ガイドピンへ装着します

テクニック: インプレッションリーマー

2.0mm 3.0mm

スレデッドノブ

ガイドピン
インプレッションリーマー

スレデッドノブ

ガイドピン

インプレッションリーマー
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テクニック: アバットメントの装着
準備: アバットメントをインプラント溝へ装
着する前に、補綴を確実に成功させる為の
以下の手順に従ってください。

1 	 2.0 または 3.0mmのガイドピンをインプラ	
	 ント溝へ装着します。スレデッドストレート	
	 ハンドルまたはスレデッドノブ へ装着しま	
	 す。サルカスリーマーのサイズは実際のアバ	
	 ットメントよりワンサイズ大きいものを使用	
	 します。サルカスリーマーをガイドピンへ装	
	 着して、歯槽頂へ向かって押す力を加えな
	 がら回転させます。すべての余剰骨および
	 余剰歯肉を除去できるまで押しながら回転
	 を続けます。
	 ガイドピンはインプレッションリーマーによ	
	 って骨を削りすぎてインプラントにダメージ	
	 を与えないようにできています。

2 	 アバットメントが装着しやすいように斜めの
	 切開を二つ施すことが必要な場合がありま	
	 す。

3 	 アバットメントを直接滅菌袋から取り出して
	 使用しない場合は、インプラント溝へ装着
	 する前に蒸気洗浄または超音波洗浄を行う
	 か、アルコールできれいに拭かなければな	
	 りません。

4 	 インプラント溝に血液や唾液が侵入した場
合は、アルコールできれいに洗浄します。

2

必要に応じて切開を施します

4a

インプラント溝を洗浄します

3

アバットメントポストを洗浄します

ポジショニング: バイコンアバットメントは
インプラントへ1.5 の゚ロッキングテーパーに
より結合されます。このロッキングテーパー
はアバットメントを360 ポ゚ジショニング可能
にしました。

1 	 アバットメントをインプラント溝へ挿入し、
装着をする前に回転させて理想的な位置を
決定します。

2 	 歯間乳頭を侵さずサポートできる十分な幅
があるアバットメントを選択してください。 

	
	 注意: サルカスにアバットメントの半球形の

基部が納まる十分な大きさがない場合や余
剰骨が存在する場合、ロッキングテーパー
結合を妨げアバットメントが外れる原因とな
りますので（特に上顎前歯部）、すべての余
剰骨または余剰歯肉は除去しておくことが
重要です。

21

回転させて理想的な位置を決定します
アバットメントは歯間乳頭を

サポートできるものを選択します

4b

インプラント溝を洗浄します

1

アバットメントを装着する前にサルカスリーマーを使用します

6.5 6.5

6.5
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スレデッドハンドル

ストレート

オフセット

シーティングチップ
6.54.02.0

テクニック: アバットメントの装着

成功のキーポイント

テクニック: アバットメントの装着 — 装着

• アバットメントポストを直接把持したりダメージを与えることを避けてください。
• 歯間やインプラント溝の周りの余剰骨および余剰歯肉を除去します。
• インプラント溝およびアバットメントポストをアルコールで洗浄および乾燥させます。
• 250gのマレットを使用してハンドルに数回タッピングをアバットメントポストとインプラント溝の長軸方向へ確実に行います。
• アバットメントをインプラントに装着する際、インプラント溝および／またはアバットメントポストにダメージを与えないようにする為に、アバットメ
ントや補綴物を適切に位置づけをして障害となる組織等を取り除いた後、初回タッピングを行います。

• 可能な限り角度付アバットメントを使用しないようにインプラントを埋入してください。-特に近遠心の角度に注意してください。
• 臼歯部の咬合が安定していない場合は、上顎前歯部のインプラントを連結しないで埋入しないでください。

不適切な装着方法によって
歪められたインプラント溝

適切なインプラント溝
(歪みがありません)

アバットメントを装着します

装着: アバットメントを装着する準備が完了
しアバットメントのポジショニングが決まっ
たら、 アバットメントをインプラント溝へタ
ッピングをして1.5 の゚ロッキングテーパーに
より結合させます。アバットメントをポストと
インプラント溝の長軸方向へ数回タッピン
グをすることによりロッキングテーパー結合
されます。

1 	 シーティングチップをストレートまたはオフ
セットハンドルに装着します。

2 	 250gのマレットを使用してハンドルに数回
タッピングを確実に行います。アバットメン
トを装着する為には8インチ上から1オンス
のおもりを落としたものと同等の力が必要
です。 タッピングはアバットメントポストと
インプラント溝の長軸方向へ行います（特
に上顎前歯部で単独植立をする場合）。 

3 	 ほとんどの角度付きアバットメントにはアバ
ットメントポストとインプラント溝の長軸方
向へ確実にタッピングを行う為に装着する
シーティングチップを使用する為のノッチ
が付いています。

4 	 アバットメントをインプラント体に装着する
際、インプラント溝および／またはアバット
メントポストにダメージを与えないようにす
る為に、アバットメントや補綴物を適切に位
置づけをして障害となる組織等を取り除い
た後タッピングを行います。 アバットメント
ポストが不適切に位置づけされていると、ア
バットメントポストまたはインプラント溝を
歪めてしまうことがあります。釘を不適切に
打ちつけた例と同様、アバットメントは必ず
アバットメントポストとインプラント溝の長
軸方向へタッピング力を加えて装着しなけ
ればなりせん。注意: 上顎前歯部では、クラ
ウンを口腔外セメント合着した状態のアバ
ットメントまたはIACのタッピングをする前
に、コンタクトの抵抗が少ない状態にする
ことおよびアバットメントのポストを適切に
位置づけをすることが重要です。

1

2 3

アバットメントポストの長軸方向へ
タッピングを行います

4a

間違った装着方向

Crown Seating Tip

釘を打ちつけた例

4b
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テクニック: IACまたは口腔外セメント合着補綴物の装着
	 準備: アバットメントをインプラント溝

へ装着する前に、補綴を確実に成功
させる為の以下の手順に従ってくださ
い。

1 	 2.0 または 3.0mmのガイドピンをインプラ	
ント溝へ装着します。スレデッドストレート	
ハンドルまたはスレデッドノブ へ装着しま	
す。サルカスリーマーのサイズは実際のアバ	
ットメントよりワンサイズ大きいものを使用	
します。サルカスリーマーをガイドピンへ装	
着して、歯槽頂へ向かって押す力を加えな

	 がら回転させます。すべての余剰骨および
	 余剰歯肉を除去できるまで押しながら回転
　　を続けます

	 ガイドピンはインプレッションリーマーによ	
	 って骨を削りすぎてインプラントにダメージ	
	 を与えないようにできています。

2 	 アバットメントを装着しやすいように斜めの
	 切開を二ヶ所施すことが必要な場合があり
　　ます。

3 	 IAC™ または口腔外セメント合着をしたクラ
ウンはインプラント溝へ装着する前に蒸気
洗浄またはアルコール内で超音波洗浄を行
ってください。

4 	 インプラント溝に血液や唾液が侵入した場
合はアルコールできれいに洗浄してくださ
い。

2

必要に応じて切開を施します

3

アバットメントポストを洗浄します

4a

インプラント溝を洗浄します

4b

インプラント溝を洗浄します

1

アバットメントを装着する前にサルカスリーマーを使用します

6.5 6.5

6.5
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テクニック: IACまたは口腔外セメント合着補綴物の装着

テクニック: IACまたは口腔外セメント合着補綴物の装着 — シーティングジグの作製・ポジショニング

シーティングジグの作製
1 	 アバットメントポストとインプラント溝の長

軸方向へ装着力を加えて適切にロッキング
テーパー結合をさせる為に、上顎前歯部で
はクラウンアライメントデバイスを使用し
て作製されたシーティングジグを使用しま
す。

2 	 クラウンアライメントデバイス (260-101-
315)に補綴物を装着してシーティングジグ
を作製します。

3 	 180˚F (82˚C)のお湯で熱可塑性レジンを柔
らかくしてクラウンアライメントデバイスの
クラウンシーティングチップ (260-101-015) 
に取り付けます。 デバイスを閉じてレジン
を押し付け、冷水に浸す前に補綴物半分の
切縁の周りまで形作ります。またメタル メ
タクリレートを補綴物への分離材として使
用することもできます。 

4 	 アバットメントポストとインプラント溝の長
軸方向へ確実に装着力を加えるようにする
為、作製したプラスチックシーティングジグ
をクラウンシーティングチップに取り付け
てスレデッドストレートハンドルに装着しま
す。

注意：
アバットメントをタッピングをすると最初に装着
したときより 2.0mm ポストのアバットメントは最
大 0.1mm インプラント溝に深まり、3.0mm ポ
ストのアバットメントは最大 0.25mm 深まります。

ポジショニング: バイコンアバットメントは
インプラントへ1.5 の゚ロッキングテーパーに
って結合する前に、360 ポ゚ジショニング可
能です。

1 	 咬合ジグはIAC または口腔外セメント合着
したクラウンの適切な方向付けを容易にし
ます。

2 	 クラウンの隣在歯間においてコンタクトの
抵抗が少ない状態にする必要があります。
もし隣在歯間が狭すぎてしまうと、適切な
方向付けや装着を妨げ、1.5 の゚ロッキング
テーパー結合を得られません。

注意：確実なロッキングテーパー結合を得る
為、隣在歯間においてコンタクトの抵抗が少な
い状態にすることが重要です。隣在歯間が狭す
ぎてしまうと隣在歯が動いてしまう為上顎前歯
部の単独植立された補綴物が装着できなくなる
原因になります。

クラウンを少しだけ回転させると隣在歯間が広
くなったり狭くなったりします。

2

隣在歯間

Too Tight!
1

咬合ジグ

1

4

2

3a IAC

分離材

シーティングジグ
(プラスチック)

クラウンシーティングチップ

プラスチックシーティングジグにクラウンの
形状を形成させます

IACまたは口腔外セメント合着したクラウン

装着力を加える適切な方向

クラウンアライメントデバイス

3c

分離材を使用します

3b

シーティングジグ作製
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成功のキーポイント

• インプラントの軌道は角度付きアバットメントの角度と同じにしないでください。-特に近心または遠心の角度
• クラウンアライメントデバイスは適切な軸方向へ装着力をかける為のシーティングジグを作製する際使用します。
• 咬合ジグはIACをポジショニングする最初のガイドとしてのみ使用します。
• 審美と咬合はIACをポジショニングする際、最終的な決定要因となります。
• もし隣在歯間が狭すぎてしまうと、適切な方向付けや装着を妨げ、1.5 の゚ロッキングテーパーの結合を得られません。
• IACを口腔外で調整をする際、歯肉によってサルカスが閉じてしまわないようテンポラリーアバットメントをインプラント溝へ装着しておきます。
• 上顎前歯部においては隣在歯間が狭すぎてしまうとアバットメントポストおよびインプラント溝を歪めてしまう原因となりますので、上顎前歯部

の補綴操作では隣接面においてコンタクトの抵抗が少ない状態にしておく事が大変重要です。
• 上顎前歯部ではアバットメントポストとインプラント溝の長軸方向へ確実に装着力を加えるようにする為、シーティングジグおよび
クラウンシーティングチップを装着したスレデッドまたはオフセットストレートハンドルを使用します。

1a

間違った装着方向

適切なインプラント溝(歪みが
ありません)

装着: アバットメントが装着される準備が完
了しアバットメント／クラウンのポジショニン
グを行ったら、 アバットメント／クラウンを
インプラント溝へタッピングをして1.5 の゚ロ
ッキングテーパーにより結合させます。アバ
ットメントポストとインプラント溝の長軸方
向へ数回タッピングをすることによりロッキ
ングテーパー結合されます。アバットメント
ポストとインプラント溝の長軸方向へ確実
に装着力を加えるようにする為、シーティン
グジグをクラウンシーティングチップに取り
付けてスレデッドまたはオフセットストレー
トハンドルに装着します。

1 	 IACや口腔外セメント合着したクラウンをイ
ンプラントに装着する、インプラント溝およ
び／またはアバットメントポストにダメージ
を与えないようにする為に、補綴物を適切
に位置づけして障害となる組織等を取り除
いた後タッピングをします。クラウンシーテ
ィングチップおよびシーティングジグを使
用してストレートハンドルまたはスレデッド
ノブを250gのマレットにて数回タッピング
をし、インプラントとアバットメントの接合
部分をロッキングテーパー結合させます。釘
を不適切に打ちつけた例と同様、アバットメ
ントは必ずアバットメントポストとインプラ
ント溝の長軸方向へタッピング力を加えて
装着しなければなりせん。注意:上顎前歯部
では、クラウンを口腔外セメント合着した
状態のアバットメントまたはIACのタッピン
グをする前に、コンタクトの抵抗が少ない
状態にすることおよびアバットメントのポス
トを適切に位置づけしておくことが重要で
す。

	 注意：アバットメントをタッピングすると最
初に装着したときより2.0mmポストのアバ
ットメントは最大0.1mmインプラント溝で深
まり、3.0mmポストのアバットメントは最大
0.25mm深まります。

テクニック: IACまたは口腔外セメント合着補綴物の装着

釘を打ちつけた例

1b

不適切な装着方法によって
歪められたインプラント溝

正しい装着方向
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テクニック: 上顎前歯部用シーティングジグ作製技工テクニック

テクニック:上顎前歯部シーティングジグ作製技工テクニック 

必要な材料:
• お湯 145°-180°F (63°-82°C)
• プラスチックレジン (20-25 パレット/ジグ)
• クラウンアライメントデバイス (260-101-315)

プラスチックレジン

1

レジンをお湯の中で柔らかくします

3

レジンを形付けます

5

歯間部分

2

4

切縁面

6

レジンを冷やします

クラウンアライメントデバイス

手順:
1 	 プラスチックレジンをお湯の中へ入れます。

プラスチックレジンが透明になってきたら
準備完了です。

2 	 レジンを練り込んで理想的な形状にしま
す。

3 	 レジンを形付ける為にクラウンアライメン
トデバイスを使用します。

4 	 クラウンの切縁面はクラウンシーティング
チップへ垂直に装着します。

5 	 レジンはクラウンの歯間部分にレジンが付
着しないようにします。

6 	 ジグを5-10分間冷水の中へ入れて冷やして
おきます。

レジンを練り込みます

成功のキーポイント

• レジンをお湯で柔らかくする際、プラスチ
ック製のボウルを使用しないでください。

• ジグを作製する前はクラウンを潤滑処理
しないでください。
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テクニック: 上顎前歯部装着チェックリスト

1 計画

  治療計画
上顎前歯部アバットメントが外れる
のを防ぐ為に前歯部および臼歯部
の確実な咬合調整が必要です。

  外科手術計画
パイロットドリルの軌道はインプラント
とストレートアバットメントの長軸方向
になりますので、角度付きのアバットメ
ントの使用を最小限にする為に隣在
歯の長軸方向にしなければなりませ
ん。角度付きアバットメントは装着が
難しくなり、不注意によって外れてくる
場合があります。

2 コンポーネントの扱い

  ダメージを避ける
不注意でアバットメントポストを把持
したり、インプラント溝へ圧力をかけ
るとポストや溝が歪んでしまい、両
者の精密なロッキングテーパーの効
果が損なわれたり低下したりします。

  不純物の除去
血液、グローブの粉末、プラスチック
の破片などの不純物を取り除く為
にアルコールでアバットメントポスト
を清潔にします。 適切なサイズの
綿棒を使用してインプラント溝を洗
浄します。

3 装着の準備

臼歯部の咬合を
確立させます

  シーティングジグの作製
ロッキングテーパー結合が適切に成され
るようにする為にアバットメントポストと
インプラント溝の長軸方向へのタッピン
グを確実に行えるよう、クラウンアライメ
ントデバイスを使用してクラウンシーティ
ングチップにプラスチックレジンを取り
付けて形作ります。

次のステップへ続く

狭すぎます!

  試適
指でアバットメント／クラウンを装着
し、余剰骨や余剰歯肉がないか確
認をします。

  余剰骨および余剰歯肉の除去　
アバットメント／クラウンを調節して隣
在歯間を修正します。余剰骨や余剰
歯肉がある場合は、アバットメント／ク
ラウンを調節したり余剰骨や余剰歯
肉を除去します。

  X線写真による確認
X線写真で余剰骨や余剰歯肉を確
認します。

  アバットメント／クラウンの位置調整
必要に応じて咬合ジグを使用して、ア
バットメント／クラウンの位置調整を
行ってから、デンタルフロスで隣在歯
間の状態を確認します。隣在歯間が
狭すぎる場合は必ず調整をしてくだ
さい。隣在歯間が狭すぎるとロッキン
グテーパー結合が得られません。

  隣接面の調整
隣接面にデンタルフロスがほぼ抵抗
なく入るまで調整します。
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テクニック: 上顎前歯部装着チェックリスト

テクニック: 上顎前歯部装着チェックリスト

4 装着とタッピング

  隣在歯間の再確認
隣接面においてコンタクトの抵抗が
少ない状態になっていることを再確
認します。隣在歯間が狭すぎる場合
はクラウン／アバットメントを外して
更に調整します。

  タッピング
隣接面においてコンタクトの抵抗
が少ない状態になっていることを確
認し、患者様の鼻梁を保持してシー
ティングジグと250gマレットを用い
て断続的に最終タッピングを6回行
います。

  隣在歯間の確認
デンタルフロスを使用して隣接面におい
てコンタクトの抵抗が少ない状態になって
いることを確認します。また必要に応じ
てフォーセップスのハンドルをタッピング
してアバットメント／クラウンを取り外し、
隣接面を調整します。あるいはアバットメ

ント／クラウンを取り外さないで薄いメタ
ルストリップを使用します。

  クラウンの挿入
必要に応じて咬合ジグを使用し、ア
バットメント／クラウンを挿入します。

  コンポーネントの洗浄
アルコールでアバットメントポストを
洗浄します。 適切なサイズの綿棒
を使用してインプラント溝を清潔に
します。

5 確認と調整

  咬合時の隣在歯間の接触調整
患者様に下顎を前後に動かして頂くことを含め、あらゆる方向へ顎を
最大限動かしていただき、均一でバランスの取れた接触が得られるよう
にします。これにより補綴物の顔面側の調整の必要性が分かります。

  咬合チェック
始めに最大咬頭嵌合部が均一に接触するようにします。次に顎を前後
に動かして頂くことによりによって均一な接触が得られるようにします。

  初回タッピング
患者様の鼻梁を保持し、スレデッドス

トレートハンドルに装着したシーティ
ングジグをして初回タッピングを行い
ます。装着力がインプラントの長軸方
向にかかるようにしてください。

成功のキーポイント
• 本書のテクニックに従って、隣在歯と咬合面の綿密な確認と調整を根

気強く行ってください。
• 前歯部咬合および臼歯部咬合が適切がどうか確認をしてください。
• アバットメントポストとインプラント溝を傷つけないようにしてくださ

い。
• 余剰歯肉および余剰骨を全て除去しておきます。
• 時間が許す限り何度も調整を行い、隣接面においてコンタクトの抵抗

が少ない状態にしてください。
• アルコールでアバットメントポストとインプラント溝を清潔にします。
• シーティングジグを使用してアバットメントポストとインプラント溝の

長軸方向へタッピングをしてください。
• 250g以上のマレットを使用して6回タッピングをし、ロッキングテー

パー結合をさせます。
• インプラント／クラウンを最終的に装着した後、隣在歯との間に抵抗

がないことを再確認をします。必要に応じて適切な調整をしてくださ
い。
• 患者様に咬合して頂き、下顎をあらゆる方向に可能な限り動かして頂

いて薄い咬合紙を使用し綿密に確認を行い、正確な咬合調整をしてく
ださい。

  出血の処理
血管収縮材の使用および圧迫する
などの方法により出血を最小限にし
てください。

初期咬合接触状態 咬合調整後

患者様に下顎を後方へ動かして
頂いたことによる接触　

咬合時下顎の後方へ動かしてたこと
によるマーキングから、補綴物の顔面
側の外形を調整する必要があるかど

うかが分かります
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テクニック: 咬合の考察／お勧めの補綴用製品

手順	 製品	 販売元
暫間処置	 Integrity™ by Dentsply	 Sullivan-Schein	 Patterson
	 DiamondCrown™ 	 Bicon

印象材	 Aquasil - Deca by Dentsply	 Sullivan-Schein	 Patterson
	 Impergum by Espe	 Sullivan-Schein	 Patterson
	 Imprint by Espe	 Sullivan-Schein	 Patterson
	 Grant Dark Green Wash by Espe	 Sullivan-Schein	 Patterson
	 Magnum 360	 Kulzer

歯肉模型材	 Soft TissueMoulage by Kerr	 Sullivan-Schein	 Patterson

咬合記録	 GC Pattern Resin by GC Corp.	 Sullivan-Schein	 Patterson

ポリッシングキット 	 DiamondCrown™ Polishing Kit	 Bicon		

光重合システム	 Xenon-Plasma Light	 Bicon

セメント	 Temp - Bond by Kerr (temporary cement)	 Sullivan-Schein	 Patterson
	 DiamondLink™ (resin cement)	 Bicon		  DRM

お勧めの補綴用製品

咬合の考察
• 犬歯および臼歯部には直径4.5mmまたはそれよりも直径が大きいインプラントを選択してください。

• リッジスプリットテクニックは直径が大きなインプラントの埋入を容易にすることができます。

• 上顎の単独植立されたインプラントを連結させると、咬合パターンおよび／またはインプラントの位置が不良になってしまう可能性をなくすこと
ができます。

• 特に臼歯部から犬歯にかけては可能な限り欠損歯1本に対しインプラントを1本埋入します。

• 咬合力が可能な限りインプラントへの長軸方向へ加わるようにします。

• 患者様に最大限咬合して頂き、あらゆる方向から可能な限り顎を動かして頂いて咬合面の状態を確認します。

• 口腔の両側へ同時に確実に咬合接触させます。

• 特に上顎前歯部補綴物で連結させていない場合、犬歯誘導またはアンテリアーガイダンスを正確に行います。

• 側方咬合は避けてください。

• 最終的に補綴物を装着する前後および患者様に再来院して頂いた際、厚さ40ミクロンの咬合紙で必ず咬合を確認してください。

• 咬合面の平坦部分に対する先端接触点を確認します。

• カンチレバー補綴を避ける為に、必要に応じてインプラントを交叉咬合させます。

• 臼歯部から犬歯にかけては特に遠心のカンチレバー補綴は避けてください。

• 近心および遠心と同様、頬側および舌側のカンチレバー補綴も避けてください。　　　　　　
• Gothic arch tracing and face bow techniquesは、インプラント埋入前に残存歯や顎関係の調整と記録を行う方法としてお勧めします。またこ

れらの方法はアバットメント装着後、顎関係を確認する為にも使用できます。

テクニック: 咬合の考察／お勧めの補綴用製品
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テクニック: クラウンまたはアバットメントの除去 

1a

2a

ねじる力と引っ張る力を加えます

2b

除去します

インプラント側からタッピングします

1b

除去します

ステルスアバットメントの除去
1 	 アバットメントを把持し、把持器具のハンド

ル部分をインプラント側からタッピングをし
て、インプラントからアバットメントを取り外
します。

2 	 または先端に刻み目のついたフォーセップ
スでアバットメントを把持して、ねじる力と引
っ張る力を同時に加えてインプラントからア
バットメントを取り外します。

注意: アバットメントを除去する際は、把持器具
でアバットメントを確実に把持しておくことが重
要です。

特にインプラントのオッセオインテグレーション
獲得直後は、把持器具のハンドル部分をタッピ
ングする方法をお勧めします。

1a

インプラント側からタッピングします

1b

除去します

Integrated Abutment Crown™ または
セメント合着されたクラウンの除去

1 	 クラウンを把持し、把持器具のハンドル部
をインプラント側からタッピングをして、イ
ンプラントからIACまたはセメント合着さ
れたクラウン／アバットメントを取り外しま
す。 

2 	 またはコットンでクラウンを保護してから先
端に刻み目のついたフォーセップスで把持
し、ねじる力と引っ張る力を同時に加えてイ
ンプラントからクラウン／アバットメントを
取り外します。

注意: クラウン／アバットメントを除去する際
は、把持器具でアバットメントを確実に把持して
おくことが重要です。

補綴物の表面を傷つけないよう必ずガーゼにて
保護してください。　

2a

ねじる力と引っ張る力を加えます

2b

除去します

成功のキーポイント

•  アバットメント、Integrated Abutment Crown™およびセメント合着されたクラウンを除
去をする際は、把持器具で確実に把持することが重要です。

• 先端に刻み目のあるフォーセップスで把持する際は補綴物の表面を傷つけないよう必ず保護
してください。
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